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1.は じ め に ナポ レオンの評価 をめ ぐって

フ ランス で今 日,一 番 人気 のあ る リー ダー とい う と,い くつか の世論調 査 な どに

よ ります と,第 二 次世界大 戦 で フラ ンス を勝利 に導 いた ドゴー ル大統領,彼 が1番

です 。2番 は,フ ラ ンス とい う国 が確 立 す る以前 の シャルルマ ー ニ ュ大帝,す なわ

ち カール大帝 です 。 フ ラ ンス とい う国が成 立す る以前 の フ ラ ンス,ド イ ツ,ス ペ イ

ン等 々が まだ 同一 国家 であ った西 ヨー ロ ッパ の中心部 を支 配 した指導者 で ある カー

ル大 帝が2番 にな ります 。3番 が,ナ ポ レオ ン。4番 が,救 国の少 女 ジ ャンヌ ・ダ

ル ク。 これが フ ランスで人気 の ある リー ダー の0般 像 であ る。 とい うこ とが,各 種

の世 論調査 の平均 的結 果 とい うこ とが で き ます 。

これか ら,3番 目に人気 のあ るナ ポ レオ ンにつ いてお話 ししますが,一 般 にナポ

レオ ン といい ます と,戦 争 をや った人,独 裁権 力 を振 るった人,そ うい うイメ ー ジ

が強 く,む しろ嫌 ってい る人が多 いか と思 い ます。 しか し私 は,こ こで は,そ う し

た戦 争 とか独 裁 者 とか い う側 面 か らナ ポ レオ ンを見 るので は な くて,む しろ政治,

行政 とか,産 業,文 化 とか を通 した近代 国家 の建設 者 とい う側 面 に光 を当てて論 じ

て み たい と思 い ます。 す なわ ち,ナ ポ レオ ンとい う人 ほ ど戦争 とい うイメー ジ とま

た平 和の イ メー ジ と,二 つ の側面 を併せ もつ 人 はい ないので は ないか といって も過

言 で はない のです。

考 えてみ ます と,人 間 とい うの は,偉 大 に なれば なる ほ どい ろんな側面 を もつ も

のです。 ち ょう どプ リズムの ように,異 なった角 度か ら光 を当て れば異 な った光 を

放 つ とい う ように,そ の人が偉大 で あれ ばあ るほ ど非常 に多 面的 なキ ャラク タ0を

醸 し出す の です。偉 大 な リー ダー とい うの は,一 面,人 間的 に優 し く,包 容力 が あ

る。すべ て の人 を包 み込 む とい う側面 が あ る。 しか し,他 面 か らす る と,大 変 に厳

しい。厳 格 に物事 を判 断 します 。そ の ため に冷酷 で非 情 に映 る面 もあ ります。 人 間

は,こ の よ うに大 人物 に なれ ば なるほ どさまざ まな側 面 を もつ もの なのです。

この こ とは,思 想家 や哲 学者 に もあ ては ま ります。偉 大 な思想家 や哲 学者 の考 え

は,い ろんな風 に解 釈 され,理 解 され,そ の人 を どの よ うに規定 す るかが困難 な場

合 が あ ります。 その ため,そ の人 の思想 や哲学 を どう理解 す るか,あ るい は解釈 す

るか とい うこ とをめ ぐって,た くさん の研 究が な され るのです。 逆 に,あ ん ま り偉

大 で ない人 の考 えは単純 で,「 この 人の 考 え は こうで あ る,以 上終 わ り」 で済 ん で
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しま う。 人間 は偉 大 に なれば なるほ ど,誉 め られる し,称 賛 も され る。 しか し逆 に,

批 判 に さ らされ る し,罵 倒 され る こ ともあ る。 じつ に多様 な側 面 を持 つ とい うこ と

をご理解 いただ きた い と思 い ます 。

ナ ポ レオ ン とい う人 は,ま さに この典型 的 な人物 の一 人で あ りま して,ナ ポ レオ

ンに傾 倒す る人 もいれ ば,反 面,嫌 い だ とい う人 もい る。 ナ ポ レオ ンの歴 史上 の業

績 とい う点 か らいって も,今 日の フラ ンス におい て,ナ ポ レオ ンが好 きだ とい う人

がい なが ら,ナ ポ レオ ンは嫌 い だ,自 分 の先祖 を殺 され た,戦 争 で多 くの 人 を殺 し

た,と い って評価 しない人 もい る。母 国 フラ ンスで もナ ポ レオ ンの評価 は分 かれ て

い るの です。

しか も,ナ ポ レオ ンの見 方 は,国 や地域 によって,さ らに違 って きます。 フラ ン

ス と戦争 を した イギ リスや ドイ ツや スペ イ ンや ロ シアや,そ うい う国に行 くとそ の

ほ とん どが ナポ レオ ンは大 嫌 い。 「殺 人鬼 」,「戦争魔 」,と い うようなイ メー ジです。

じつ に悪 い イメー ジです。 ところが ヨー ロ ッパ を離 れて アメ リカ に行 くと,ナ ポ レ

オ ンの イ メージ は良 くな ります。 フ ラ ンス 革命 を受 け継 い で革命 を成就 させ た偉 大

な リー ダー にな るのです。 さ らに,日 本,中 国,東 南 ア ジア,そ うい う国 にな る と,

ナポ レオ ンは英 雄視 され ます。 フラ ンス革命 の混 乱か ら革命 を救 い,成 就 した偉 大

な英雄 と見 な されるの です。 ア ジア な どで は,一 般 に,ナ ポ レオ ンの評 判 は高 い

とい えるで しょう。

特 に 日本 で は,江 戸 時代 か らナポ レオ ンとい う人の名 前 は聞 こえて きてお りま し

た。 明治維新 と関係 の深 い吉 田松 陰 もナポ レオ ンを大変 に尊敬 してい ま した。松 蔭

は,ナ ポ レオ ンに見習 って 「自由」 とい う考 え方 をも とに国 を創 り直 さな ければ な

らない,と い うこ とをい って ま した。西 郷 隆盛 もナポ レオ ンに一 目置 い てい た。 ナ

ポ レオ ンとアメ リカ大 統領 ワシ ン トンを彼 は大 変 に尊敬 してお りま した。 こ うした

点 に代 表 され る ように,日 本 で は,江 戸 時代 か ら明治維新,そ して明治時代 を通 じ

てナ ポ レオ ン とい う人 は偉大 な英雄 とい うイメー ジで受 け とめ られ て きま した。 も

ちろん客観 的 に分析 した り,あ るい は批判 的 に研 究 してい る人 の なか には,ナ ポ レ

オ ンの否定 的 な側 面 を指摘す る人 もお ります けれ ども,一 般 的 には,日 本 人 はナポ

レオ ンを高 く評価 してい る とい って も過 言で は ない と思 い ます 。

この よ うに,ナ ポ レオ ンとい う人 は,母 国 フラ ンス は もと よ り,ヨ ー ロ ッパ,ア

メ リカ,ア ジアな どにおい て,そ の評価 に大 きな違 いが あ る人物 です 。 これ は,前

述 した よ うに,ナ ポ レオ ンとい う人が それ だけ偉 大 であ り,そ のた めに多面 的 な側

面 を もっ ていた とい うこ との証左 とい え ま しょう。

ち なみ に,今 まで世界 で一番 た くさん書 物 に取 り上 げ られ た人 は,イ エ ス ・キ リ

ス トとい われて い ます。本 に書 かれ たそ の数 は,何 百万 冊 に なるか分 か らない と指

摘 され て い ます 。 そ して,二 番 目に多 い のが,実 はナポ レオ ンなのです 。 ナポ レオ

ンにつ い て書 か れた本 は,今 日まで25万 冊 と も40万 冊 ともいわ れて い ます1)。 彼

が生 きてい る と きか ら本 に書か れ始 め,彼 の死後,そ の数 は一気 に増 え,今 日で も

平均 す る と毎 月,数 冊 出版 され てい ます。 そ の結果,ナ ポ レオ ンにつ い ての本 は,
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キ リス トに続 い て二 番 目に多 い といわれ てい るのです 。 この事 を もって して も,ナ

ポ レオ ン とい う人 が,極 めて興 味深 い,多 様 な側 面 を もった人物 で ある とい うこ と

が わか る と思 い ます。

ナポ レオ ン 自身,確 か に数 多 くの戦争 を しま した。 また,独 裁 的 と思 われ るよ う

な政 治体制 も しきま した。 しか し,彼 はそ うい う ことを全 部分 か った うえで行 った

の です。 ナポ レオ ンは,晩 年,次 の よ うに語 って い ます。

「この 国民 は1つ の強 力 な政府 を必 要 として いた。 私 が先頭 に立 って仕 事 を して

い た限 りは,共 和 国 を救 うため に1人 の独 裁者 が必 要 であ った時 の ローマ の よ うな

状態 にフ ラ ンス はあ った」2),「数 度の革 命 の後 を継 いだ政府 そ して外 部 の敵 に絶

えず襲 いかか られ,国 内 で は陰謀 に よって動揺 させ られてい る政府 は,ど う して も

い くらか苛 酷 で なけれ ばな らない。平和 な時で あっ た ら,私 は あの独 裁 をや めてい

たで あろ う し,憲 法 による統 治 を始 めて いたで あ ろ う」3)と 。

内外 の激動す る状況 のなか にあ って は,敵 を打 ち払 い,国 内 の安 定 をはか るた め

には,戦 争や独 裁 もや む を得 ない ものだ ったの です。

したが ってナ ポ レオ ンは,も う1面 で は これ か らは戦争 の時代 で はない。未 来 は

知性 であ り,産 業 であ り,平 和 の時代 で あ る,と も強調 してい たのです4)。

この ように,ナ ポ レオ ンには,戦 争好 きの好 戦的 人物,あ るい は独 裁 者,と い う

よ うな側 面 が あるか もしれ ませ んが,し か し,そ れ は今 の時代 だか ら,そ うい える

ので あ って,当 時 の激 動 の状 況 のな か にお いて はや む を得 なか った こ となの です。

歴 史 は現 在 か ら過去 を裁 断す るこ とはで きませ ん。 当時 は ど うい う状況 で あ ったの

か,当 時 の時 代 に降 りて い って,ナ ポ レオ ンが なぜ そ うせ ざる を えなか った のか,

そ うい う点 を冷静 に考 えて い くこ とが必 要で あ る と思い ます。

確 か にナポ レオ ンの戦勝 それ 自体 に も 目を見 張 る ものがあ ります が,し か し,こ

れか らご紹介 します ように,彼 の残 した業績 は,戦 勝 の結果 よ りもは るか に素晴 ら

しい ものが あ ります。

パ リの街 に行 っ てみ る と目立つ ものが3つ あ ります。 一つ は,古 代 ローマ の遺産,

二つ 目は,ナ ポ レオ ンの偉 業,そ して三つ 目が,キ リス ト教 の伝 統 です。 この三 つ

の ものがパ リに は色濃 く残 ってお ります 。 これ ら3つ が合 わ さって,絢 燗 た る美 し

い都 になっ てい るのです。 旅行 をす る と きに,そ の地 の歴史,そ の地の文化,そ う

い う もの を知 っ た うえで旅 行す るの と,そ うで ないの とで は同 じ旅 行で も味 わいが

全然 違 って きて しまい ます 。 その地 に対 す る理解 の深 みが異 なって きます 。 そ うい

う意味で,パ リの街 を今後 訪 れ る ときには,古 代 ローマ の遺 産,ナ ポ レオ ンの偉業,

そ してキ リス ト教 の伝 統 とい うもの をぜ ひ知 ってお いてい ただ きたい と思い ます。

2.ナ ポ レオ ンの生 涯

こ こで,ナ ポ レオ ンの生涯 を概 観 してお きたい と思 い ます。

ナ ポ レオ ンは,1769年 に コル シカ 島で 生 まれ ま した。 コル シ カ島 とい うの は地

中海 に浮か ぶ島 で,日 本 の 四国の半 分 くらいの大 きさです 。 当初 はイ タ リア領 で し
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た。 イ タリアの ジェ ノヴ ァ共和 国 とい う国の島 で した。 ところが コル シ カ島 の人 た

ちは,独 立心が 強 く,自 分 た ちは 「コル シ カ人 だ」 と主 張 し,活 発 に独立 運動 を展

開 しま した。 あ ま りの激 しさに,ジ ェ ノヴ ァ共和 国 も,「 え えい,面 倒 くさい」 「も

う,手 に負 え ない」 とい うこ とで,1768年,フ ラ ンスにそ の島 を売 っち ゃい ま した。

す なわ ち,ナ ポ レオ ンが生 まれ る1年 前 に,コ ル シカ島は ジェ ノヴ ァ領 か らフ ラン

ス領 になった のです。

250年 以上前 で すか ら,今 日と状 況 が全然 違 い ま して,ジ ェ ノヴ ァ領 か らフラ ン

ス領 に変 わ った か らとい って,コ ル シカ人がす ぐにイ タ リア語 か らフ ラ ンス語 を話

す ようにな った か といえ ば,そ んな こ とは全 くあ りませ ん。 た とえフ ラ ンス領 に な

った とはい え,コ ル シカ人 はず うっ と コル シカ なま りの イ タ リア語 を話 してい ま し

た。 ナポ レオ ンは コル シカ島が フ ラ ンス領 にな った1年 後 に生 まれ ま した ので,当

然 フ ラ ンス 人で はあ りますが,文 化 か ら言 葉か らあ らゆ る環 境 はすべ て イ タリア風

で した。 フ ランス語 も話 せ ませ ん で した。

1779年,ナ ポ レオ ンが10歳 の時,お 父 さんはナ ポ レオ ンの将 来の ことを考 えて「軍

人 に しよう」 と,フ ラ ンスの ブ リエ ンヌ幼年 学校 に入学 させ ます 。 この時代,貧 乏

貴 族が 出世 す る には,軍 人 にな る こ とが手取 り早 か ったの です 。「軍 の学校 」 とい

い ます と,な ん だか頭 の堅い軍 人 を育 成す る所,と い うイメー ジが強 い と思 い ます

が,一 般 に当時 は,軍 人 に なる こ とは知的 エ リー トにな るこ とで もあ りま した。軍

事 の こ とだ けで はな く,歴 史,地 理,数 学,国 語,文 学,哲 学 な どあ らゆ る学 問 を

学 んだ のです。 そ の うえに軍事教 練 な どが あ りま した。

1784年 に な ります と,ナ ポ レオ ンはパ リの 陸 軍 士 官 学 校 に入 ります 。 そ して

1785年,砲 兵士 官 にな ります。 い わ ば軍 人 と して名 誉 な大砲 を撃つ 一番 下 の下 士

官 に なったので す。

とこ ろが1789年 に大事 件 が勃 発 します。 い わ ゆる フ ラ ンス革 命が 起 こった ので

す。 これ は また後 ほ ど詳 し くお話 ししますが,こ の フラ ンス革命 が ナポ レオ ンの運

命 を大 き く変 える こ とにな ります 。 フラ ンス革 命が な けれ ば,ナ ポ レオ ンは平凡 な

一介 の軍 人で終 わ って しまって いたか も しれ ませ ん
。革命 の激動 の 中で,ナ ポ レオ

ンは,王 党 派の軍 人 であ った に もかか わ らず,革 命派 につ い て,フ ランス 革命 を支

持 す る態 度 を とった の です。1792年 に な ります と,フ ラ ンス革 命 を弾圧 しよう と

ヨー ロ ッパ の周辺 諸 国が反革命 戦争 を仕掛 けて き ます 。 フ ラ ンス は保守 的 な ヨーロ

ッパ諸 国 との革命戦 争 に入 るのです 。 こ こで,ナ ポ レオ ンは果敢 に戦 い ます 。

1796年 に は,ナ ポ レオ ンは フ ラ ンス軍 の イ タ リア方 面 軍最 高 司令 官 に任 命 にな

ります 。 イ タリアは,当 時 オース トリアの支配 下 にあ りま した ので,そ の オース ト

リア軍 を打 ち破 るため にナポ レオ ンは派遣 され たので す。 イ タ リア に出発 す る直前

に,ナ ポ レオ ンは ジ ョゼ フィーヌ と結 婚 しま した。

そ して1799年,ナ ポ レオ ンは,政 治 家 た ちが,何 をや っ て も内外 の危機 を解 決

で きない。 その不 甲斐 な さを見 て,た ち あが ります。す なわち,ク ー デ ター を起 こ

して,政 治 の実 権 を奪 って しまっ たのです。 自分 が政治 の指 導者 とな り,フ ラ ンス

の 内外 の危 機 を乗 り越 え,フ ラ ンス 国家 を再建 す る と決 断 したの です。 それが ブ リ
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ユ メール18日 の クーデ ターです 。 ナポ レオ ンが30歳 の時 で した。 この クー デ ター

で,ナ ポ レオ ンは第一・統領 に就 任 します。 第一統 領 とは,今 日でい う大統 領 にあ た

る といっ て よいで し ょう。

第 一・統領 に なった ナポ レオ ンは,め ざ ま しい活 躍 を します 。 フ ラ ンス国家 を再建

す るため の手 を どん どん打 ってい くのです 。その詳細 な事 業 は後 にお話 しします が,

ナ ポ レオ ンが,第 一統領 になって フ ラ ンス は大 き く安 定 してい きます。

ナ ポ レオ ンは,1801年 に宗 教協 約 を結 び ま した。 これ はロー マ教 皇 と協 定 を結

んで,「フラ ンス革命 はカ トリ ックを否定 したが,ナ ポ レオ ンはカ トリ ック を認 め る」

と提 案 した のです 。 その か わ り,「 ロー マ ・カ トリ ック教 会 は フ ラ ンス共和 国 を承

認 して欲 しい」,と い う協 定です 。

1804年 に は,3月21日,民 法 典 を制 定 します。 民法 の制 定 は,社 会 の秩 序 に と

っ て大変 に重 要 な こ とです。 民法 典 を定 め,そ の 同 じ年 の12月2日,ナ ポ レオ ン

は皇 帝に就任 します。 これ は,フ ラ ンス を2度 と王政 に戻 さない とい うこ ととナ ポ

レオ ンの権力 は強大 で あ る,と い うこ とを示す 意味 を もってい ま した。

1806年 に は,大 陸封 鎖 を行 い ます。 大 陸封鎖 とは,イ ギ リス を ヨー ロ ッパ 大 陸

か ら締 め 出す ための措置 です 。 ヨー ロ ッパ諸 国は フ ラ ンス を中心 に一つ にま とまる

とい うこ とを宣言 したのです 。

1809年 には,ジ ョゼ フ ィー ヌ と離婚 し,1810年,オ ース トリア皇 帝 の娘,マ リー ・

ル イズ と結婚 します。 この ころが ナポ レオ ンの絶 頂期 で した。 フラ ンス は広大 な領

土 を持 ち,ナ ポ レオ ンは皇帝 として思 いの ま ま振 る舞 うのです。

ところが,1812年 にロ シア に遠征 し,そ こで 失敗 します。 蹟 くので す。 ロ シア

が大 陸封鎖 を無視 して,イ ギ リス との交流 を継続 して いる こ とを知 り,こ ら しめ よ

う とした のですが,で きなか った のです。

さ らに1813年 に は,「 諸 国民 の戦争 」(ラ イプッィヒの戦い)と いい ま して,オ ー

ス トリア,プ ロ シ ア,ロ シ ア とい う国 を敵 に回 して 戦 い,敗 北 す る。 そ の 結 果,

1814年 に皇 帝 を退位 しエ ルバ 島 に流 され ます。 と ころが,ナ ポ レオ ンな き後 の 国

王 ル イ18世 の復 活 が評 判が 良 くない とい うこ とを聞 きま して,彼 は奮起 し,1815

年 にエルバ 島 を脱 出 します。 そ してパ リに入城 し,再 び皇帝 に復 位 します。復 位す

るや,今 度 は有名 なワー テル ロー の戦 いに臨 み ます 。 ワーテ ル ロー の戦 い とは,イ

ギ リス とプ ロシア を敵 に しての大戦 争 です。結 果 はナ ポ レオ ンの敗北 で した。彼 は

今度 は,セ ン ト ・ヘ レナ 島 とい う大西洋 に浮かぶ絶 海 の孤 島 に流 されて しまい ます。

ナ ポ レオ ンが,エ ルバ 島 を脱 出 し,1815年3月 パ リに入 り,皇 帝 に復位 します が,

ワー テル ロー の戦 い に敗 れ,同 年6月,退 位 します。 この 間100日 なので,「 百 日

天下 」 といわ れてい ます。 セ ン ト ・ヘ レナ 島で6年 間 の流刑 生活 を送 った後 ナポ

レオ ンは1821年 に51歳 で亡 くな ります 。

この よ うに,ナ ポ レオ ンが生 きた時代 は,今 か ら200年 前 ほ どの こ とです 。200

年前 の今 ごろは,ナ ポ レオ ンが民 法典 を定 めて,そ の絶 頂期 に入 って いた ころです。

以上 が,ナ ポ レオ ンの生涯 につ いての概 要です 。
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3.フ ラ ンス革命 とナ ポ レオ ン

ところで,ナ ポ レオ ンの業 績 を理解す るため には,フ ラ ンス革命 につ いて知 らな

くて はな りませ ん。ナポ レオ ンの歴 史的意義 が分 か らない とい って も よいで し ょう。

そ こで,少 しフ ラ ンス革命 につ いて話 を したい と思 い ます。

フ ラ ンス とい う国 は,フ ラ ンス革命 が起 きるまで は,国 王 がい て,そ の下 に僧 侶,

貴族,ブ ル ジ ョア階級 が いる とい う厳格 な身分 制 度 を とる,封 建的 な政治,社 会体

制の 国で した。 と くにブ ルボ ン王朝 と呼 ばれ る王政 時代 に,そ れ は絶 頂期 を きわめ

て い ま した。 ところが,そ の ブルボ ン王 朝が やが て財 政 的 に行 き詰 ま り,人 々のそ

の体制 に対 す る不 満が爆 発 しま した。 人 々は 「自由」,「平等 」,「友愛」 さ らには 「人

権 」 とい う理念 を掲 げ,ブ ルボ ン絶 対王 政 に対 して変 革 を迫 ります。 そ して,そ の

よ うな封建 的 な国家体 制 に変 えて,新 しい 国家 の形 をつ くろ う と試 み ま した。 これ

が フ ラ ンス革命 です。 す なわ ち,フ ラ ンス革命 は封建 的 な国王 の支 配体制 を転換 し

て,新 しい国民共 同体 をつ くろ うとい う試み だ ったの です5)。

この新 しい 国民 共 同体 をつ くる に際 して,理 念 となった のが,す べ ての 人間 は 「自

由」 で あ り,「 平等」 で あ り,「 友愛 」 の観 念 を持 た なけれ ばな らない,と い う考 え

で した。 と くに 「人権 」が尊 重 され なけれ ば な らない,と い うこ とも強調 され ま し

た。 こ うした考 えの もとに,新 しい 国家,す な わち国民 国家 をつ くろ う と したので

す。 これが フラ ンス革命 で した。

ところが,フ ラ ンス革命 は,そ の理想 は大変 に素 晴 ら しか ったの ですが,現 実 は

悲惨 で した。「自由」 「平 等」 「友 愛」,「人権 」 とい う名 の もとに,国 王 の首 を切 り,

革命 に反対 す る者,意 見の違 う者 を次 々 と断罪 してい ったの です。結 果 的 に,政 治

は乱 れ,経 済 は混 乱 し,社 会秩 序 は滅茶苦 茶 になって しまい ま した。 人 々の心 は激

し く動 揺 したの です。 す なわ ち,フ ラ ンス革命 は理想 は立 派 で したが,現 実の社 会

は混乱 につ ぐ混乱 で あっ たのです 。

と くに,国 王 ル イ16世 を処 刑 して しまった反 動 は大 きい もので した。 当時 の フ

ラ ンス を取 り囲 む ヨー ロ ッパ の 国々 は皆 王制 を しいて い ま した。 イギ リス,プ ロ シ

ア,ロ シア,オ ース トリア,そ うい う国 々は皆 国王 の 国で した。そ のた め,フ ラ ン

ス で国王 の 首が切 られ た とい う情 報 がつ た わ って くる と,「 フ ラ ンス は とんで もな

い」 とフ ランス 革命 を潰 そ うと して激 しい干渉 戦争 に力 を入 れて きたの です。 この

よ うに,当 時の フラ ンス は,革 命 に よって国 内 は混乱,諸 外 国か らは干渉戦 争 とい

う ように,ま さに,内 憂 外患 の状態 で した。 国家滅亡 の危 機 に瀕 してい た とい って

よい で しょう。

こ うい う大 変 な状 況 を見 てい たナポ レオ ンは決意 します 。 「これ で は もう駄 目だ,

何 も状 況 を変 え られ ない政治家 た ちに まかせ てお くこ とはで きない」,と 決 断す る

のです 。 ナポ レオ ンは軍人 とい う立 場 を超 えて,政 治 家 と して フラ ンス の安 定,秩

序 の 回復,対 外 的な安全 保障 に努 め よ うと立 ち上が った のです。 そ して混乱 した フ

ラ ンスの社会 を平 定 します。秩 序 を取 り戻 し,諸 外 国か らの干 渉戦争 に対 して も勝
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利 を収 め平 和 を勝 ち とってい くのです 。

じつ に,ナ ポ レオ ン とい う人 は フ ランス革命 の中か ら生 まれた,革 命 の落 と し子,

革命 の継承 者,革 命 の完成 者 とい って も過 言で はない と思い ます。 ナ ポ レオ ンがい

たか らこそ フ ラ ンス 革命 は成就 し,完 成 し,新 しい時代 が拓 け た とい って も過 言で

はあ りませ ん。

ただ逆 にい い ます と,も しフ ラ ンス革命 が なか った な らば,ナ ポ レ・オ ンの偉 業 は

なか った。彼 はた だの平凡 な軍 人で終 わ って しまって いたか も しれ ませ ん。 フラ ン

ス革命 が英雄 ナ ポ レオ ンを生 んだの です6)。 こ う考 え ます と,フ ラ ンス革命 とナ ポ

レオ ンは,切 って も切 り離 せ ない 関係 にあった とい って よいで しょう。 革命 とい う

動乱 これ を抑 えたのが ナポ レオ ンです。 ところが,そ の革命 とい う動乱 が な けれ

ばナ ポ レオ ンとい う偉 大 な人物 は生 まれ なか ったか も しれ ない。 実 に激 動 は人 を生

み,人 は激動 を乗 り越 えて新 たな歴 史 をつ くってい くもの であ る,と 思 い ます。以

上 が フ ラ ンス革命 とナ ポ レオ ンの 関係 です 。

4.ナ ポ レオ ンの台 頭

そ れで は もう少 しナ ポ レオ ンの幼 少時代 の 頃 をみ てみ ま し ょう。 ナポ レオ ンは ど

うい う幼 少 時代 を送 ってい たので し ょうか。そ して,彼 は どの ように して フ ラ ンス

革命 とい う激 動 を通 しての し上が って きたの で しょうか。 ナ ポ レオ ンの台頭 につ い

て考 えてみ たい と思 い ます。

ナポ レオ ンは,前 述 した ように,彼 が生 まれ る1年 前 に故 郷 コル シカ 島が ジェノ

ヴ ァ領 か らフラ ンス領 に な りま したの で,も とも とは イ タリア系 といって もよいで

しょう。事実,ナ ポ レオ ン自身,当 初 は フラ ンスの こ とには あ ま り関心 が あ りませ

んで した。故 郷 コル シカ島 の独 立 とい うこ との方 に思 いが傾 いてい ま した。

また,ナ ポ レオ ンは,あ ま り軍 人 にな るつ も りもあ りませ んで した。実 際,ボ ナ

パ ル ト家 か ら輩 出 して い るの は,弁 護i士 とか商 人 で あ って,軍 人 は いな いの です。

ナ ポ レオ ン自身,幼 少 の頃 は,小 説 家 にな ろ う と思 ってい ま した。小 説 を書 い た こ

と もあ りま した。 す なわ ち,い いか える と,彼 はお よそ軍 人 とか,革 命 を通 して大

政治家 にな る とい う ようなつ も りは全 くなか った とい って よいで し ょう。

ところが,そ のナ ポ レオ ンの運命 を変 えたのが フラ ンス革命 で した。 フ ラ ンス革

命 の中か ら,ロ ベ ス ピエー ル な どの革命 家が現 れ て,も う王制 で はだめ だ,フ ラ ン

ス は これ か らは,「 自由」 「平 等」 「友愛 」 「人権 」 な どを も とに した共和 主 義的 な国

家 に しなけれ ばな らない と,主 張 したのです。

ナポ レオ ンは幼 少時代 フ ラ ンス語が で きませ ん で した。 友 だち もあ ま りい ませ ん

で した。 その ため に彼 はなん とか フラ ンス語 が上手 くな りた い,ま た,勉 強が した

い,と い うわけで猛勉 強 に励 むのです 。 と くに,歴 史,地 理,数 学 な どが得 意 で し

た。 読書 に明 け暮 れ てい たナ ポ レオ ンは 当然,思 想 的に も革新 的 になって い きます。

と くに彼 は,ル ソー の 『社 会 契 約 論 』 の よ うな本 に傾 倒 し,や が て そ の うち,

1791年 か ら1793年 にか けて ロベス ピエ ール らが 台頭 して くる と,彼 らに同調 す る
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ようにな ります 。 だん だん共和 主義 に なってい くのです 。 ル ソー の思想 ジ ャコバ

ン党 の哲 学,こ れ らにナ ポ レオ ンは傾倒 して い きます。 こ う してい くなかで彼 は,

や がて単 に故郷 コル シカ島の 問題 だ けで はな く,フ ラ ンス を どうす るか とい う大 き

な考 え方 を懐 くよ うに なって い くの です。

この変化 の過程 をみ る と,ナ ポ レオ ンの台頭 には4つ の契機 が あっ た と考 え られ

ます 。

第1に,ナ ポ レオ ンの 時代 を読 む 目が優 れてい た とい うこ とです 。い わゆ る先 見

の 明があ った とい って よいで しょう。 王制 の時代 は終 わっ た。 これか らは,共 和 主

義 自由主 義 民 主主 義 の時代 であ る,と い う ように時代 の流 れ をナポ レオ ンは見

ぬ くこ とが で きたの です。

第2に,人 脈 に恵 まれ た とい うこ とです。 ナポ レオ ンは,フ ラ ンス本 十 の身分 の

高 い旧貴族 の出 身で はあ りませ んで した。 とい うことは,古 い人的 しが らみが なか

ったのです 。 む しろ新 しい,革 命 を起 こ した人間 との付 き合 いの方 が強か った。例

えばロベ ス ピエ ール の弟 と親 しくしてお りま した。 また革 命家バ ラス に認 め られた

りしま した。そ の うえで ジ ョゼ フ ィー ヌ とい う社交界 に顔 の き く,妻 を もらった り

しま した。 こ うい う人脈 に恵 まれて,ナ ポ レオ ンは革命 の激流 とと もに革命 の 中枢

を担 う人 間 と懇意 になっ てい ったのです 。 これが ナポ レオ ンを押 し上 げ る力 になっ

た とい えま しょう。

第3に,彼 は情 報 の使 い方 が非常 に うまか った のです。 す なわ ちイ タ リア方面 軍

最 高 司令 官 と してイ タ リアに行 けば,た ち まち新 聞を発行 してイ タ リアで の戦況 を

パ リに どん どん伝 えま した。 と くに 自分 が イ タリアでいか に戦 って い るか,と い う

こ とを喧伝 した。彼 は情報 の もつ 力 を知悉 して いたの です 。言 葉 を変 え てい えば,

情報 を利用 する こ とに よって,自 分 の名前 を広 め,人 々 の祖 国 フラ ンス に対 す る愛

国心 を高揚 させ たのです 。ナ ポ レオ ンは,人 々の 間にた ち まち人気 を博 してい きま

した。情 報 とス ピー ドに よる 自分 の売 り込 みが大 変 に巧 妙 であ った とい う ことが彼

を一躍有 名 に してい きま した。

第4に,彼 の理想 大志,な い しは夢が どん どん と膨 れ上 が って いった とい う こ

とです。 彼 が若 き日,フ ラ ンス語 が思 う ように話 せ なか ったた め,読 書 に没頭 して

いた。 その読書 の 中か らア レキサ ンダー大 王,ジ ュ リアス ・シーザー,さ らに はシ

ャル ルマー ニュ大帝 の こ とを学 び,や が て,自 分 も世界 を リー ドして い く大 人物 に

なる んだ とい う彼 の理想 とか,大 志 とか,夢 とい う ものが非 常 に大 きくなってい っ

たのです 。 この内発 的 な力 が,ナ ポ レオ ンを大人 物 に仕 立 てあ げる大 きな原動 力 と

なった とい え ま しょう。

以 上 の4つ が,革 命 の 中か らナ ポ レオ ンをフラ ンス を ひ きいて い く大 リー ダー に

育 て上 げて いった理 由 とい えます 。繰 り返 します と,時 代 の動 向 を読 む確 か な 目を

もって いた とい うこ と。 人脈 に恵 まれた とい うこ と。情 報 を巧 妙 に利 用 した とい う

こ と。 そ して,理 想,大 志,夢 とい う もの を大 き くふ くらませ てい った とい うこ と。

これ らが 英雄 ナポ レオ ンを生 む土 台 にな ってい た と思 うのです 。

一介 の軍人 か ら
,ナ ポ レオ ンは革命 の中 でその頭 角 を現 し,や が て1799年11月,
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クー デ ター に よって,政 権 を奪取 し,第 一 統領 とい う立場 につ きます。 そ して,つ

い には皇帝 の地位へ とかけ あが ってい くのです。 ここで顕著 なこ とは,ナ ポ レオ ン

は皇帝 に なる以前 に,す なわち,第 一統領 の時代 に,か な り重 要 な仕事 を してい る

とい うこ とです。 革命 の混 乱 を終 わ らせ,共 和 国 と しての安 定 をはか った のです 。

と くに,次 の2つ の こ とが重 要です 。

5.革 命 後 の フラ ンス の安 定

第1に,宗 教協 約 の締結(1801年)。 第2に,民 法典 の制定(1804年)で す 。前 者

は,人 々の精神 的 な安 定 をはか り,後 者 は,世 俗 的 な調和 を もた らす うえで大 きな

貢献 を した とい えま し ょう。

で は,第1の,宗 教 協約 の ことか ら説 明 して い きます。

前述 した ように,フ ラ ンス革 命 は ルイ16世 を中心 とす る王制 とい う体 制 を覆 す

戦 い で した。 王制 を支 えてい たの はキ リス ト教 に基 づ く王権神 授説 とい う思想 で し

た。王権 神 授説 とは,簡 単 にい う と,キ リス ト教 を信 じ,そ れ で救 済 され る には,

世俗 的に は国王 に忠 誠 を尽 くす こ とが必要 で ある。神 は,世 俗 の統 治 を国王 に託 し

たか らで ある,と い うのです。 それ が結果 的 にキ リス ト教 に よる王権 の強化 につ な

が ります 。 こうい う考 え にフ ラ ンス革命 は 「ノー」 とい ったの です。 国王 に尽 くす

こ とが,キ リス ト教 に奉 仕す るこ とにはな らない。 国王 に仕 えて も神 の救 い を得 ら

れ る とは限 らない,と 人 々は主張 しま した。 したが って,王 制 を否定す る ことは精

神 的な側 面 か らいい ます と,そ の支柱 を な してい たキ リス ト教 に対す る否定 で もあ

ったわ けです。

そのた め フラ ンス革 命が激 化 します と,革 命 政府 は教 会の財 産 を没収 して しまい

ます 。僧侶 も弾圧 します。 同時 に,国 王 を支 えて いた貴族 も迫 害 します。教 会 の僧

侶 とか貴族 とかは,革 命政府 の圧迫 か ら逃 れ るため,多 くが 国外 に亡 命 して しまい

ま した。 これが フラ ンス革命 で した。 ナ ポ レオ ンは政権 を とった時,ま ず考 えたの

は革命政府 が 追放 した僧侶 や貴族 を どうす るか,と い うこ とで した。

革命政府 は僧侶 や 貴族 か ら没収 した教会財 産や 土地 を分割 して農 民 に安 く売 って

しまい ま した。農民 に してみ れば革命 に よって,こ れ まで僧侶 や貴 族が もってい た

十 地 を手 にす るこ とが で きたわ けです。 そのた め農民 た ちは,キ リス ト教 が弾圧 さ

れた ことは不 満で したが,自 分 た ちが土地 を もて る ようにな った こ とには満足 しま

した。

ところが,革 命 後 の社 会 は安 定せ ず,結 果 的 にナ ポ レオ ンが 政権 を と りま した。

す る と農民 た ちは当初,不 安 にか られ ます。せ っか く自分 た ちが手 に入れ た土地 を,

ナ ポ レオ ンに よって取 り上 げ られて しまうのだ ろ うか,と 懸念 す るのです。 実 は,

この問題 は,ナ ポ レオ ンに とって も大 きな課題 で した。 革命 の中で,教 会 や貴族 か

ら,農 民 に分 け与 え られ た土地 は ど うす れ ば よい のか,ま た,追 放 され た僧侶 や 貴

族 た ちを ど う処 遇す れ ば よいの か。 ナポ レオ ンは思 案 します。

その結 果,ナ ポ レオ ンは一つ の決 断 を下 します。 そ れ は,革 命 に よって得 た土 地
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を,再 び農 民か ら取 り上 げる こ とは しない。 農民 の所 有 を保 証 します 。 そ して,外

国 に亡 命 した僧侶 や貴族 に対 して これ以 上弾圧 す る こ とは ない,と 帰 国 を促 します。

ナ ポ レオ ンは,僧 侶,貴 族,農 民 とい うすべ ての 階層 の人 々 に安心 感 を与 え る政 策

をとるの です。

と くに ナポ レオ ンは宗教 に対 して気 を使 い ます。 農民 は フ ラ ンス 人 口の75%を

占め てい る。 その農 民 のほ とん どが カ トリ ックの信者 であ る。 キ リス ト教 を信 じて

い る75%の 農 民 にキ リス ト教 徒 で あ るこ とをやめ よ とい うの は,非 現 実的 であ る。

そ こでナ ポ レオ ンは,カ トリックの信 仰 は認 め よう。 た だ し,か つ て の ルイ16世

の時代 の よ うな国教 に は しない 。「フラ ンス人 の大多 数」 の宗教 で ある,「 フ ランス

人 の大多数 」 の宗教 が カ トリ ックで あ る,と そ の存在 をナポ レオ ンは認 め たのです 。

と同時 に,カ トリ ック は認 め るか ら,ロ ーマ ・カ トリック教会 はナポ レオ ンの フラ

ンス共和 国 を国家 として承 認 しな さい,と 要 求 したの です。 この ようにナポ レオ ン

が ローマ教 皇 ピウス7世 と和解 した協約 を 「宗教 協約 」(コンコルダー ト)と いい ます。

1801年 の は じめの こ とです 。 カ トリ ックを弾圧 しない,そ れ は 「フ ラ ンス 人の大

多 数 の宗教」 で あ る,と 認 め る。 その かわ りロ0マ ・カ トリ ック教会 は ナポ レオ ン

の フ ラ ンス共和 国 を承 認す る,と い う ことに よってキ リス ト教 との和解 を図 ったの

です。 これ によって,フ ラ ンスの カ トリック信徒 は精神 的な安定 をえ るこ とが で き

る よ うにな りま した。革 命 の時 は,カ トリ ック は否定 されたが,ナ ポ レオ ンにな っ

て信 仰す る ことが保 証 され た。 ここ に,人 々 は安 心感 を もつ と同時 に,フ ラ ンス 国

民 と して精神 的 な統 一 を図 る ことが で きる よ うになったの です。

第2の 民法典 の制 定 につい てお話 し します。

フラ ンス革命 は 「自由」,「平 等」,「友愛」,「人権 」 をそ の達成 すべ き理念 と して

掲 げ ま した。 問題 はそ れ を政 治,経 済,社 会 の各 分 野 でい か に具体化 して い くか,

とい う ことです 。 ナポ レオ ンは この革命 の理念 をふ まえた民 法典 の完成 に取 り組 ん

だ のです。 それ は,1804年3月31日,完 成 します。

民 法 とは人 々の私生 活上 の決 ま りであ り,ル ー ルです。 これ を きちん と体系化 し,

整備 す る こ とが 人 々の社 会生 活 の安定 に寄与 します 。 ナポ レオ ン以前 に も民法 はあ

りま したが,そ れ は地 方や地域 に よってバ ラバ ラで した。 革命 政府 はそ れ を統一 し

よう と しま したが,完 成 には至 りませ んで した。 ナポ レオ ンが,そ れ に挑 戦 したの

です。彼 は民 法 の中 に革命 の理 念 を取 り入 れ,家 族 とか,結 婚 の形態 とか,人 々の

社 会生 活 を統 一 あ る もの に しま した。 この民法 典の完 成 に よって,フ ラ ンス人 の世

俗 面 での生活 の安 定が達 成 され たのです。

この ようにナ ポ レオ ンは,宗 教 協約 に よって人 々の精神 的 な統 一 を図 り,民 法典

に よって人 々の世俗 生活 面で の安 定 を可能 に しま した。 この二つ によって,ナ ポ レ

オ ンは フラ ンス革命 が もた らした混乱 を,精 神 面 と世俗 面 か ら収拾 す る こ とに成 功

したの です。

この 二つ を達成 した うえで,1804年5月18日,ナ ポ レオ ンは皇 帝 に就任 し,同

年12月2日 に皇 帝 の戴 冠式 を挙 行 します 。 そ して1807年 か ら1810年 にか けて フ

ラ ンス の領 土 は最 大 に広が り,ナ ポ レオ ン帝 国 は絶 頂期 を迎 えたの で した。
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6.ナ ポ レオ ン と独 裁 制

では,次 にナポレオンはなぜ強権的,あ るいは独裁的 ともいえる体制 をしいたの

か,ま た,し かざるをえなか ったので しょうか,こ の点について,当 時の時代 にさ

かのぼって考 えてみることに します。

第1に,当 時の状況 とい うものがあ ります。

当時は,フ ランス革命の勃発 によって社会が大混乱 してお りました。フランス革

命 は,「 自由」,「平等」,「友愛」,「人権」 とい う思想 を理想 として掲げてお りま し

たが,し か し現実には,そ れまでの王制 を倒 して しまったわけですから,も う社会

は破綻 し,政 治は乱れ,経 済 は無茶苦茶 になって しまいま した。人々の生活 は,混

乱の極みに達 して しまうのです。

こうい う状況 を前に して,ナ ポ レオンはその混乱 を立て直すためには,強 力な力

を発揮せ ざるを得 ない。強い力で社会秩序 の回復 を図ろうとす るのです。そ うでな

ければ,政 治体制は脆弱で機能 しな くなって しまいます。 しか し,そ の ように しな

が らも,ナ ポレオンは革命の理念の定着化 を試み ます。強権 を発揮 しながらも,民

主的な措置を講 じていこうとす るところにナポ レオ ンの統治の特徴があ ります。

当時の状況を考えれば理解 できると思いますが,と にか く混乱 している社会の中

で,そ の秩序 を回復 し,維 持す るためには,強 力な力 を発揮 し,安 定を確保す るし

か確 たる展望は拓けなかったのです。

第2に,ナ ポ レオンは強力な力 を発動 しなが らも,こ の力 は自分 自身の野心 に因

る ものではない。あ くまで も人民 の意思に基づいて,人 民の意思の負託 を受けて成

立 しているものである,と い うことを強調 します。す なわち,権 力の正当性の淵源

を,人 民の意思に求めたのです。

ナポレオンは,ク ーデターによって権力 を奪取 し,新 憲法 を定めて第1統 領 に就

任 した時,そ れが正当であるかどうか人民投票に諮 ります。人民投票を行って,国

民か ら自分が権力 を取得することの承認 を取 り付 けるのです。その結果,彼 は圧倒

的多数の人々か ら賛成をえて,権 力保持の正当化 をはかるのです。

その後にナポ レオ ンは終身統領になることを提案 します。その ときも,こ のこと

を国民 は認めるかどうか国民 に諮 ります。人民投票 にかけるのです。国民 はまた も,

ナポレオンの終身統領に対 して圧倒的多数をもって 「賛成」を表明 しました。1804

年に皇帝になった時 も,人 民投票で国民の支持 を取 り付けました。

この ように彼 は,強 権 を発動す る必要があったのですが,そ の際 それは必ず人

民の意思 に立脚 したものであるとい う手続 を踏んで行 ったのです。

第3に,軍 事的勝利です。

ナポ レオ ンは次か ら次へ と戦争 を行いました。ただ,そ の戦争の理由 をみ ると,

段階的に3つ の性格 を持っていたことがわか ります。

第1段 階の初期 の頃の戦争は,防 衛戦争で した。すなわち,フ ラ ンスやナポレオ

ンが仕掛 けた戦争ではあ りませんで した。 フランスに革命が起 こ り,王 制 を倒そ う
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と した。 そ のため,王 制 を しく保 守 的 な周辺 諸 国が フ ラ ンス革命 をつぶ そ う と戦 争

を仕掛 けて きたの です。 フラ ンス として は革 命 を守 るため,や むな くその よ うな諸

国か らの挑 戦 を はねの けな くては な らなか った。戦 い をせ ざるをえ なか ったのです 。

これが第1段 階の戦争 の性格 で す。

第2段 階の戦 争 は,ナ ポ レオ ンが フ ラ ンス革命 の理念 を諸外 国 に広 め,フ ラ ンス

の版 図 を拡 大 しよう と した ところ にその特 色 があ りま した。 その ため,こ の段 階で

の戦争 は,む しろナ ポ レオ ンが積極 的 に仕 掛 けた とい って よいで しょう。 防衛戦 争

か ら侵 略戦 争 に転 化 した とい えるか も しれ ませ ん。

第3段 階の戦争 は,再 び諸外 国か らの攻 撃戦 争 とい う形 にな ります 。 ナポ レオ ン

は平和 を維 持 しよう とします が,オ ー ス トリア,プ ロ シア,イ ギ リス な どの国が ナ

ポ レオ ンの支配 を許 しませ ん。和 平 交渉 を一方 的 に破 ってナ ポ レオ ンを攻 め落 とそ

う とした のです。統 一 した ヨー ロ ッパ とい う形 を とるナ ポ レオ ンの帝 国構 想 に,ヨ

ー ロ ッパ諸 国 は
,激 し く反発 し,ナ ポ レオ ンを倒 そ う としたの で した。

この よ うに,一 一口 にナ ポ レオ ン戦争 とい って も,彼 が積極 的 に行 った ものばか り

で はな く,む しろ回 りか ら仕掛 け られ た もの も多か った とい う,多 面 的 な性格 が あ

った とい え ま しょう。 しか し,戦 争 の性 格 が どの よ うな もので あれ,ナ ポ レオ ンが

それ らに打 ち勝 ってい った こ とが,ナ ポ レオ ンの支配 を正 当 な もの とす る,権 力基

盤 の強化 につ なが って い った ことは否 定 で きませ ん。

と もあれ,以 上 の よ うに国 内体 制 の強化 をはか り,諸 外 国か らの干渉 をはねの け

るため に,ナ ポ レオ ンが とってい た,一 貫 した姿 勢が あ りま した。 それ は 「強 くあ

らね ばな らない」7),「強 くな ければ フ ラ ンス革命 は失敗 に終 わって しま う し,ま し

てや革 命 の理念 で もって世界 を引 っ ぱって ゆ くこ とは 出来 ない」 とい うこ とです 。

ナポ レオ ンはい ってお ります。 「強 くあ る こ と,強 くあ る こ とが世界 を リー ドす る

秘訣 で あ る」 と。

そ して これ は,皮 肉 な ことなのか も しれ ませ んが,ナ ポ レオ ンは戦 争 を通 して フ

ラ ンス革命 の理念 を世 界 に広 め てい きま した。 また,軍 事 的 な勝利 を重 ね るこ とに

よっ て,ナ ポ レオ ンは フ ラ ンス 国民 に初 め て,「 われ わ れ は フ ラ ンス 国民 であ る」

とい う国民 の誇 りを持 たせ る こ とに成功 しま した。す なわ ち,現 代 的 な言葉 でい え

ば,フ ラ ンス 国民 が初 め て 「我 々 はフ ランス 人で あ る」 とい うナ シ ョナ リズ ムの意

識 に 目覚 め,愛 国の情 に燃 えて,フ ラ ンス 国家 を発 展 させ てい こ う と したの です。

この ように,フ ラ ンス革命 の理念 は ナポ レオ ンに よって ヨー ロ ッパ に広 ま り,ま た,

彼 の戦 い に よって フラ ンス 国民 はナ シ ョナ リズム とい う一体 感 を もつ こ とが で きる

ように なったの です。

ナ ポ レオ ンが なぜ独 裁 的 ともい え るそ の体 制 を しいた のか,ま た,そ こか ら何 が

生 まれ たの か,と い うこ とにつ いて述 べ て まい りま した。 ま とめ ます と,そ れ は,

1つ に,当 時 の状 況 が あ った こ と,2つ に,人 民 の意思 を尊 重 しなが らその 強大 な

権 限 を確 立 してい った こ と,3つ に,軍 事 的 な勝利 とその勝 利 を通 じて の革命 の理

念 の世界 へ の浸 透 をはか った こ と。 また,フ ラ ンス 国民 に誇 りを持 たせ,ナ シ ョナ

リズ ムの観念 を高揚 させ てい った こ と,以 上 の3点 が あ った とい うこ とを確 認 して
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お きたい と思 い ます。

7.ナ ポ レオ ンの敗 北

そ れで は,ナ ポ レオ ンが い よい よ諸 国民の 戦争 にお いて負 け てい くわ けです が,

そ の敗北 の原 因が どこにあ っ たのか,こ れ を次 にみてお きた い と思 い ます。 ナ ポ レ

オ ン体制破 綻 の原因 とで もい えま し ょう。

第1に,ナ ポ レオ ンの蹟 き,そ の原 因 はなん とい って もイギ リス との競争 に勝 て

なか った こ とにあ ります。 イ ギ リス との競争,こ れ は フラ ンスの永遠 の テーマ で も

あ りま した。す なわち,英 仏 百年 戦争 以来,イ ギ リス とフラ ンス は天 敵 の関係 にあ

りま した。ある時 はイギ リスが勝 ち,あ る時 は フラ ンスが勝 利 しま した。ジ ャ ンヌ ・

ダル クの時代 は フラ ンスが勝 ち ま したけれ ども,そ の後 はまた イギ リスが勝利 して,

ナポ レオ ンの 時代 に入 ります。 イギ リス は フ ラ ンス よ りも一世 紀 以 上 も早 く,17

世 紀 には産業 革命 を達 成 して い ま した。そ のた めイギ リス は大 変 な経 済力 と工業 力

を持 ってい ま した。 軍事力,特 に海軍 力 には優 れた ものが あ りま した。経 済力 と工

業 力 に勝 るイギ リス にフ ラ ンスは どう して も勝 て ませ んで した。 ナポ レオ ンはか な

り強 かった のですが,ど う して もイギ リス との戦 い に は勝利 で きませ んで した。 こ

れが ナポ レオ ンの命取 りになるのです 。

第2に,ス ペ イ ンに出兵 して,ス ペ イ ンの内政 に干 渉 した こ とです 。 これが また,

ナポ レオ ンに とっての大 きな蹟 きにな ります。 ナポ レオ ンはスペ イ ンを甘 く見 くび

って いたの です。 スペ イ ンの 内乱干渉 に足 を取 られ た こ とが,ナ ポ レオ ンの敗 因 の

出発 にな ります。

第3に,オ ース トリア とプ ロシアの しぶ とさです。何 回 も何 回 もナポ レオ ンはオ

ー ス トリア とプロ シア と戦 争 をや ってそ の都 度勝 つ んですが
,そ の両 国 を完全 に敗

北 させ る こ とはで きませ ん で した。 あ る戦 闘 では勝利 して も,こ の両 国は粘 り,最

後 はイギ リス と組 んで ナポ レオ ンを打 ち破 って しま うの です 。

第4に,ロ シアの存在 です 。 ロシア攻 略の失敗 が ナ ポ レオ ンに とって,大 きな命

取 りになるの です 。 ナチス ・ドイッが,ソ 連 を陥落 させ よう と侵 攻 しますが で きま

せ んで した。 これ とや や似 てい るのが ナポ レオ ンの ロシア遠征 の失敗 です。 ロシア

はナ ポ レオ ンの 大 陸封 鎖 を破 り,イ ギ リス との交 易 を始 め ます。 そ の制 裁 と して

1812年,ナ ポ レオ ンはモス ク ワに遠 征 します。 しか しそ れ は,失 敗 に終 わ りま した。

この ロシア遠征 の失敗 が,ナ ポ レオ ンに とって非常 に大 きな痛手 となった のです。

第5に,こ れは大変 に皮 肉 な問題 です 。 ナポ レオ ンは諸外 国に,「 自由」,「平等」,

「友愛」,「人権 」 の理念 を教 えてい くわ けです が,そ の結 果,諸 国家 が逆 に,「 自由」,

「平等」,「友愛 」,「人権」,さ らに 「ナ シ ョナ リズ ム」 の意識 に 目覚 めて ナポ レオ ン

に抵 抗す る よ うになって きま した。す なわ ち}ナ ポ レオ ンに してみ れば,自 分 の教

えた理念 に よって,逆 に 自分 が反抗 され る とい う皮 肉 な結果 に陥 って しまった わけ

です 。

第6に,ナ ポ レオ ンの個 人的 な問 題 です。 ナ ポ レオ ンが40歳 を過 ぎ,体 力 が 衰
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えて い くに したが って,決 断力,判 断力が鈍 って まい ります。若 き 日のナ ポ レオ ン

は,即 断 ・即 決 で もって戦 いを進 めて い ま した。 しか し,体 力 や気 力 が衰 えてい く

とそ う した力 も鈍 って まい ります。 それ はやが て,ナ ポ レオ ンに とって命取 りにな

るのです 。例 えば,ロ シア遠征,ワ ー テル ローの戦 いの敗北 な ども彼 の判 断力 の鈍

さに原 因が あっ たので はな いか といわれ てお ります。

第7に,ナ ポ レオ ンの戦 闘方 法 です。か つ て戦 場が 山 間部 な どで狭 い ときは,ナ

ポ レオ ンの戦 い方 は,大 変有効 で した。一 点突破,全 面 展 開 とい う戦 闘方法 は実 に

効力 を発揮 しま した。 しか し,だ んだ ん戦域 が平 野 な どに広 が ってい くと,こ れ ま

での方法 で は通 用 しな くな ってい きます。 また,彼 の戦 い方 も,敵 に見抜 か れて し

まうよ うにな りま した。 この ようない くつ かの条件 が重 なって,ナ ポ レオ ンはやが

て滅 び てい った のです 。 そ して流刑 とな り,セ ン ト ・ヘ レナ 島で6年 間 を過 ご し,

1821年5月5日,そ の生涯 を閉 じま した。

8.セ ン ト ・ヘ レナ 島 で の ナ ポ レ オ ン

ところが,ナ ポ レオ ンの凄 い ところ は,セ ン ト ・ヘ レナ島で の6年 間の生活 です 。

ナポ レオ ンはただ じっ として,何 もや ってい なか ったわ けで はあ りませ ん。セ ン ト ・

ヘ レナ 島へ の流刑 が決 まった ときか ら,彼 は 自分 自身の生涯 と足跡 を口述筆記 させ,

回顧録 を発 表 してい くの です。 自分が なぜ多 くの戦 闘 を したのか,自 分 が どうい う

業績 を残 したの か,そ う した 自身の生 涯 を綴 った記録 を残 してい くので す。 それ は

『セ ン ト ・ヘ レナ 日記』とい う形 の本 にな り,彼 がセ ン ト ・ヘ レナ島 にい る ときか ら,

フラ ンス な どで ベス トセ ラー とな り,多 くの人 々 に読 まれ てい きます。

そ してそれ は,ナ ポ レオ ン死 後19世 紀 にお いて,「 ナポ レオ ン伝 説」 とい う形 に

なって い きます。 「ナポ レオ ン伝 説 」 は フラ ンス のみ な らず 世界 を席 巻 し,19世 紀

はナポ レオ ンの 時代 とい われ る まで にな ります。 ナポ レオ ンを主題 と した小 説,文

学,詩,そ の ような ものが 次 ぎか ら次 ぎへ と現 れた のです。 この ような状 況 をみ て,

フラ ンス の19世 紀 の文学 者 シ ャ トー ・ブ リア ンは次 の よ うにい い ま した。

「ナポ レオ ンは,生 きてい る と きには世界 を支配 で きなか った。 しか し,死 んで

か らは世界 に君 臨 した」8)(テ ィエ リー ・レンッ 『ナポ レオンの生涯』)と 。

この よ うな言葉 に代 表 され る ように,ナ ポ レオ ンは生 きて い る ときは,現 実 に ヨ

ー ロ ッパ のほ とん どの国 々を支 配 しま したが
,世 界 を制覇 す る まで に は至 りませ ん

で した。 しか し,死 んで か らは,19世 紀 は ナポ レオ ンの世 紀 にな り,さ らに彼 の

名 前 は全世界 に浸 透 して い きま した。 こ うい う ところか ら,シ ャ トー ブ リア ンは「ナ

ポ レオ ンは死 ん でか らは世界 に君 臨 した」 とい ったのです 。事実,ナ ポ レオ ンが残

した遺 産 は,今 日にお い て も燦 然 と輝 いてい る といって も過言 で はあ りませ ん。

以上,ナ ポ レオ ンの生 涯 を フラ ンス革命 とい う時代 の激動 と関連 させ なが ら述べ

て まい りま した。 そ こで次 ぎに,そ れで は一体 ナ ポ レオ ンは どうい う業 績 を残 した

のか,そ の 主な もの を紹介 したい と思 い ます。 それ をみ る と,ナ ポ レオ ンとい う人

は,単 な る軍人 では な く,実 は政治家 として,と きに行政官 として,産 業 ・文化 を
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中心に今 日にまで残 る大 きな業績を築いて きたとい うことがおわか りいただけると

思い ます。

9.ナ ポ レオ ンの業 績

ナポレオンはフランス革命 に対 して 「革命は終 わった」 と宣言 しました。すなわ

ち 「自由」,「平等」,「友愛」,「人権」の理念を掲 げて行われた革命は終結 した とし

ました。 これは何 を意味す るか といいます と,革 命 の もた らした混乱,社 会不安,

あるいは諸外国からの干渉,そ ういうものはな くなる,こ れか らは安定 した社会 に

なるとい うことをさしてお ります。 こうい う意味を込めて,ナ ポ レオンは 「革命 は

終 わった」 と宣言 したのです。

そ して彼 は,「 人権宣言」がかげた人民主権 とい うのは単なる原理ではない。本

当に人民のための政治 とい うのが行われてこそ人民主権原理が実現されることにな

る。 この ようにナポ レオ ンは断言 し,革 命後の混乱 した社会の中か ら,人 民のため

の新 しい国家の建設に取組んでいったのです。 ここでナポレオンは,後 世に残 る業

績 を上げるのですが,今 か らその主 なものをみていきたいと思います。

(の 社会 的融 和

第1に,「 社 会 的融和 」 を はか った こ とです。 す な わち,フ ラ ンス 革命 は人 々の

間 に亀 裂 を生 じて しまい ま した。 また,階 級 間の激 しい対 立 を引 き起 こ しま した。

王制 の 時代 は,国 王 が いて その も とに僧侶,貴 族,ブ ルジ ョワ階級 が お りま した。

この ように階級 や身分 が はっ きり分 か れてお りま したが,そ れ な りの安定 は保 って

お りま した。 ところが,フ ラ ンス革 命 はそ の ような身分秩 序 を破 壊 し,階 級 問 に強

烈 な亀 裂 を もた ら しま した。 自由,平 等,友 愛 の理念 の もと,僧 侶 を迫害 し,貴 族

を弾圧 し,ま た革命 に異 を唱 える人 々 を殺 鐵 しま した。 その結 果,人 々 の間 に不信

と憎悪 対 立 と敵 対 の気 持 ち を引 き起 こ して しまった のです。社 会 は大混乱 に陥 り

ま した。 ナポ レオ ンは こう した分 裂状況 の修復 に取 りか か ったのです 。

す なわち,僧 侶 や貴族 に対 しては,も う これ以上弾 圧 は しないの で フラ ンス に戻

って くる ように促 します。急 進 的な ブル ジ ョア階級 には,こ れ以上 の流血 の惨 事 は

認 め ない,特 権 階級 に対 す る弾圧 は禁止 す る と制止 します。 そのか わ り,所 有権 を

保証 します 。 また,革 命 に よって土地 を得 た農 民達 に対 して は,そ の土地 を取 り上

げ る こ とは しない といって安 心 させ ます 。 この よ うに,社 会 のあ らゆ る人 々が,ナ

ポ レオ ンは,社 会 の あ らゆる階級 階層 の人 々 に対 して満 足感 を与 えて くれ る と満

足 します。 各 階級 や 階層 の 人 々が,ナ ポ レオ ンに よって,恐 怖 とか,不 安 を解消 さ

れ,納 得 のい く利 益 をそれ ぞれ得 るこ とにな ったのです 。実 に,ナ ポ レオ ンの各 階

級や 階層 の利益 を,調 和 をはか りなが らま とめ てい く力 量 とい う もの は大 した もの

とい えま し ょう。

しか もナ ポ レオ ンは,新 国家建 設 のた めの人材登 用方 法 におい て も,新 機 軸 を打

ち出 します 。 それ まで の 「貴 族 だか ら」,優 秀 な 「僧 侶 の 関係者 」 だ か ら,と い う
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ような家柄,血 筋,遠 戚 とか そ うい う もの に よっ て人材 を用 い る こ とをい っ さい し

ませ んで した。彼 は,あ くまで も能力 主義,功 績 主義 で人 を と りたて ま した。 これ

を 「メ リ ッ ト ・ク ラシー」(能 力 ・実力主義)と いい ます が,こ うい う方法 を採用 し

たた め,ナ ポ レオ ンの周 りには優 秀 な人材 が集 まって きたのです。 特 に,将 軍の登

用 には,大 胆 な コル シ カ人の気性 か らか,役 職 立場 にか かわ らず優 れた 人物 を果

敢 に登 用 した といわ れ てい ます 。一・説 に は,17人 が ナ ポ レオ ン時代 に,一 介 の兵

士 か ら王,元 帥,公,将 軍 に まで なっ た と指 摘 され てい ます 。

また,フ ラ ンス の最高 の勲章 と して 「レジ ョン ・ドヌー ル」勲章 とい うのが あ り

ます。 「レジ ョン ・ドヌ ール」。 レジ ョンとは軍 団,ド ヌー ル とは名誉 の。す なわ ち

「名誉 の軍 団」 とい う意 味 であ ります けれ ど,こ の 「レジ ョン ・ドヌー ル」勲 章 と

い う制 度 を定 め たの も,ナ ポ レオ ンです。彼 は国家 の発 展 に功績 があ った官 吏,軍

人,さ らに民 間人 を問 わず,す なわち,一 切 の階級 官職 に とらわれず に,国 家 の

発展 に功 績 があ った人 に勲章 を授 け る とい う制 度 を設 け ま した。 これが,誇 り高 い

フ ラ ンス人 の虚栄心 を くす ぐ りま して,人 々に国家発展 の ため に尽 くす気 持 ち を起

こ させ ま した。 あ らゆ る人 々が気 持 ち を一 つ に して社会 の進 歩 に貢献 しよ うと団結

す る ようになっ たのです 。

この よ うにナ ポ レオ ンは,階 級 間の対立,あ るい は階層 間の亀 裂,そ うい うもの

を修 復 す る と同時 に,人 材 の育 成 と登 用,そ うい う側 面 にお きま して も巧 み に平等,

公平 な方法 や人 間の心理 を巧妙 に操作 す る手段 を導入 して社 会 の融 和 を図 ってい っ

たの です。

(2)政 治体制の安定

第2に,ナ ポレオンは 「政治体制の安定」 をもたらしました。これは,第1の 「社

会的融和」 と通ずる ものがあ ります。社会の融和がはか られたために,政 治 も安定

しました。その際ナポ レオ ンは,特 に 「世論」 を重視 します。彼は世論 をまとめる

のに古代 ローマ時代 に行われていた,い わゆる 「人民投票」 という方法 を採用 しま

す。 自分がクーデ ターを起 こした後 彼は憲法案 を作 りその承認 を人民投票に求め

ます。実質的には,自 分のクーデ ターを認めて くれるか どうか,人 民 に諮るのです。

また終身統領になる時,そ れを承認 して くれるか どうか,そ れ も人民投票にかけま

す。さらに自分が皇帝に就いた際,人 々はそれ を認めて くれるか どうか,人 民 に求

めました。 このようにナポ レオンは,人 民の意向である世論 を重視 し,そ こに,自

分の権力の正統性 の基盤iを定めようとしたのです。そ うすることが,政 治体制の安

定 につながると考えていました。彼は,革 命の理念である民主主義 を継承するとい

う立場 をとってお りましたか ら,世 論の支持 による政治体制の確立 に心 を配ってい

たのです。

(3)宗 教政策

第3に,宗 教政策です。 これ も前述 しましたが,ナ ポ レオンは宗教 を重視 してい

ました。彼 自身は宗教 は信 じませ んでしたが,宗 教の もつ力は高 く評価 していたの
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です 。そ のため彼 は,巧 み な宗 教政 策 を と りますが,そ の背 景 には次 の2点 が あ り

ま した。

1つ には,彼 は現実 を よ くみ ていた とい うこ とです。 フラ ンス 国民 の75%は 農 民

で あ り,そ の ほ とん どが カ トリ ック教 徒 で ある。 この現実 を無視 す る こ とはで きな

い。 す なわち,カ トリックを尊 重す るこ とが 国民生活 の安 定 につ なが る とい う現 実

的 な判断が ナ ポ レオ ンには働 い ていた のです。 宗教 は体制 の安 定 に とって不 可欠 で

あ る との読 みが ナポ レオ ンに はあ りま した。

2つ め に,彼 自身の宗教 観 は,「 宗教 は魂 の休 息 で あ り,希 望 であ り,不 幸 な人々

の頼 み の綱 で あ る」9),「宗 教 は社 会秩 序 の神 秘 で あ る」10),と い う もの で した。 そ

の ため,宗 教 と くに カ トリ ック を大事 に しま した。 だか らとい って,カ トリ ック

を昔 の よ うに政 治権 力 と結 びつ ける こ とは しませ んで した。 カ トリックを強大化 さ

せ ませ んで した。 そ の結 果,ナ ポ レオ ンが とった政 策 は,カ トリ ックを 「フラ ンス

人 の大多数 の宗教 」 とす る,と い う もので した。 国教 には しないが,カ トリ ックを

公 の宗教 と して認 め たのです 。信教 の 自由 の保 障 です。

この措置 に理解 を示 した ローマ教 皇 は,ナ ポ レオ ンの フラ ンス共和 国 を国家 と し

て承 認 しま した。 これ を 「宗 教協約 」 とい い ます。 そ して,ナ ポ レオ ンは カ トリ ッ

ク教 会 を政府 の管 理下 に置 き,聖 職 者 に は政府 が給 与 を払 う とい う形 に しま した。

ナ ポ レオ ンの この よ うな宗 教政 策 には,も ちろ ん一つ の計算 が働 いて い ま した。

カ トリ ック教会 を政府 の管理 下 に置 くことに よって,そ れがか つ ての保 守 派,王 党

派 と結 びつ くことを遮 断 したの です。 ともあれ,こ う したナ ポ レオ ンの巧 み な宗 教

政策 によって,国 民 は安 心 して カ トリックの信 仰 に励 む こ とが で きたの です。

しか もナポ レオ ンは,カ トリックだけ にこ う した措 置 を認 めた わけで はあ りませ

ん。彼 はキ リス ト教 の プロテス タン トに対 して も自由 な信 仰 を認 めた し,ユ ダヤ教

に対 して も宗教 の 自由 を保 障 しま した。 さ らに,イ ス ラム教 に対 して もナポ レオ ン

は寛 大 な措 置 を講 じま したll)。彼 が エ ジプ トに遠征 した とき,彼 は部 下 に対 して イ

ス ラ ム教徒 を弾圧 して はな らない,イ ス ラム教徒 が信 じてい る宗 教 をそ の まま認 め

なけれ ばい けない,と 忠 告 しま した。 ナポ レオ ンの兵士 の なか には,イ ス ラム教 に

改宗 す る もの さえい た とい われ てお ります。 じつ に,各 宗教 とも,こ う した ところ

か ら,ナ ポ レオ ンに対 して多 大 な信 頼 を寄せ るよ うにな りま した。

この よ うにナ ポ レオ ンは,一 面 で は,強 大 な権 力 を発動 しま したが,反 面 で は,

信 教 の 自由,文 化 の共存 を容 認 しま した。多様 性 や 人 間の協調 を重視 したの です。

こ う した こ とが,ナ ポ レオ ン体制へ の人 々の精 神 的 な統合 を図 る うえにおい て,大

きな役割 を果 た したので した。

(4)民 法典 の編 纂

第4に,「 民 法典 の編 纂 」 です。 これ も前 に少 し述べ ま した。 ローマ ・カ トリ ッ

ク教 会 との和解,ま た信 教 の 自由 を認 め た ことで,ナ ポ レオ ンは人々の精 神的安 定

を図 る こ とに成功 しま した。 それ に対 して今 度 は,民 法典 を定 め る こ とに よって,

人 々 の世俗 的 な一体感 を もた らした のです 。民法典 を編 纂 した こ とは,ナ ポ レオ ン
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の業績 の中 で もひ と きわ輝 きを放 ってお ります 。す な わち,新 しい民 法典 に よって,

それ までの封建 的 でバ ラバ ラな もの を,民 主 的 な,し か も統 一 あ る もの に した ので

す 。す なわ ち,民 法 典 の制定 は,世 俗 面 で人 々の生活形 態 を一体 化 させ た とい って

も過 言 で はあ りませ ん。 民法典 は,人 々の生活面 か ら,国 家の安 定 をはか るの に欠

かせ ない ものだ ったの です。

ナポ レオ ンは,こ の民 法典 の編纂 に大 変力 を入 れ ま した。民 法典が 完成 す る まで,

102回 もの審議 会 が 開か れ ま したが,彼 自身57回 もそ の会議 に参 加 し,さ まざ ま

な こ とを取 り決め てい ったの です。 そ して,1804年3月21日,2281条 か らなる フ

ラ ンス人 の民 法典 が公 布 され ま した。 それ を もっ て同年5月18日,ナ ポ レオ ンは

皇帝 に就任 し,同12月2日,盛 大 に皇 帝戴冠 式 を挙 行 した のです。

民 法典 で は封x的 な制 度や慣 習が廃 止 され,私 的所有 権 の絶対 や個 人の意 見の 自

由,家 族 の尊重 とい う もの を基 盤 に社 会 の仕 組 みが組 み立 て られ る としま した。 と

くに財産権,所 有権 が強 調 され,結 婚 には民 事婚 が認 め られ ま した。 す なわ ち,教

会 を通 さな くて も結 婚が で きる よ うにな り,ま た離婚 も許 され ま した。 ただ家族 の

形態 は しっか りと維持 す る よ うに取 り決 め られ ま した。 この よ うに,ナ ポ レオ ンの

民法 典 の制定 に よって,革 命 の原理 が具体 的 に人 々の 生活 の中 に まで浸 透 してい っ

たの です。 民法 典}よ 「自由」,「平 等」 とい う理念 を人 々の 日常生 活 次元 で具 体化

した とい えるで しょう。

この民 法典 は,内 容 の精緻 さは もち ろん,文 章 も流麗 で ナポ レオ ン自身 その完成

に大 変 に満足 しま した。 そ して後 に,1807年,こ の民 法典 は 「ナ ポ レオ ン法 典 」

と命 名 され ま した。 この ナポ レオ ン法 典 の与 え た影響 は大 変 に大 き く,世 界70ヵ

国に影響 を与 えて い る といわ れ てお ります 。す なわ ち,ヨ ー ロ ッパ で は イ タ リア,

オ ラ ンダな ど35ヵ 国 の民法典 に影 響 を及 ぼ し,さ らに中南米 の諸 国 な ど35ヵ 国 の

民法 典 はナ ポ レオ ン法典 をも とに してい る とい われ てお ります。

実 は,わ が 国 は明治時代 にな って不 平等 条約 を改正す る交換 条件 と して,民 法 を

制定 す る よ うに諸外 国か ら要求 され ま した。 明治3年 の こ とです 。 この過程 にお い

てナポ レオ ン法 典が検 討 され ます。 フラ ンスか らボワ ソナー ドとい う民 法学 者が招

か れ ま して,ナ ポ レオ ン法典 をふ まえた うえで,そ れ 以上 に解 釈 の レベ ル の高い民

法典 が で きた のです 。 ところが この民法 典 は,日 本 の 国情 に合 わ なか った ので す。

そ の民法 は一夫 一婦制 を定め てお りま した。 す なわ ち一 人 の男性 は一 人の女性 しか

妻 に してはい け ない,と い う ものです 。厳格 な一 夫一婦 制 だ ったのです 。 ところが

明治 時代 の議員 た ちは,た いが いお妾 さんがい たのです 。実 質的 に,一 夫一婦 じゃ

なか ったのです 。 だか ら当時 の議 員 た ちは,こ ん な厳格 な一 夫一婦 制 に され た ら妾

が もて ない,と い うこ とで,こ れ は採 り入 れ るの はや め よ うと主張 しま した。 一部

の新 聞 に は,穂 積八 束 の論 文 の タイ トルで あ る 「民 法 出で て忠孝 亡 ぶ」12)とい う言

葉 まで報 道 され ま した。 結果 的 に,明 治23年 の春 に,太 政 官布 告 で一 方 的 に民 法

が制 定 され ま した が,し か し,招 集 された帝 国議会 で,明 治25年 に民法 施 行延 期

法律 案が可 決 されて しまった のです。 この ように,日 本 で は,フ ラ ンス民 法 は実施

され ませ んで した。 しか し長 い間,ナ ポ レオ ン法典 を検 討 した りして,日 本 の民 法
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に も,フ ラ ンス民法 の影響 が あ った こ とは事実 です。

以上,先 に もふ れ ま したが,ロ ーマ教 会 との和 解 に よって 国民 の精神 的統 一が 図

られ,民 法典 の編 纂 に よっ て国民 の世 俗 的 な統一 が 果 た され ま した。 実 に,「 宗教

協 約」 と 「民 法典 の編纂 」 とい う二 つ の業 績 は,革 命 後 に,新 た なフ ラ ンス国家 を

創 造す る ための ナポ レオ ンの数あ る業績 の なかで も際 だった もので ある とい って よ

いで し ょう。

(5)行 政官僚機構の整備

第5に,ナ ポレオンは行政官僚機構 を整備 しました。国家は行政官僚機構が しっ

か りしていなければ成 り立ちません。ナポ レオ ンは,フ ランス革命で混乱 して しま

った国家を立て直すために,行 政官僚機構 の整備を図 りました。

彼 は,単 一不可分の フランス国家 を形成す るために,1800年2月17日,「 ブ リ

ュヴィオーズ28日 の法律」とい う法 を制定 し,国家行政の中央集権化を試み ました。

それによると,中 央政府があ り,そ の下 に地方自治体 が置かれ,中 央政府の任命 に

よって地方 自治体の県知事や市町村長が決まってい くとい う形に整備 されました。

また,警 察機構 も強化 され,国 内の治安維持が格段 と進みました。 この行政官僚機

構 と警察機構 の整備によ り,フ ラ ンスの国家体制は見事 に立ち直った といって も過

言ではあ りません。 こうした意味で,ナ ポ レオ ンは近代官僚制度の生みの親である

といわれ,ま た,ナ ポ レオンの時代 ほど行政がスムーズで仕事が熱心 に行われた時

代はなかった,と 評価 されました。それほど,ナ ポ レオンの行政官僚機構の整備 は

うまくいったのです。
一般的に,「官僚制」 といいます と,悪 いイメージで受け とられるといって よい

で しょう。「官僚の腐敗 ・堕落」 とか,「 官僚制の硬直化」などと批判 されますが,

しか し,近 代国家 というものが成立す るためには,官 僚制度が きちっとしていない

と成 り立ちませ ん。官僚制 をな くして しまうと国家は機能 しなくなって しまうので

す。官僚制 というのは,あ る意味では,非 常 に重要な役割を果たします。ナポ レオ

ンは国家の安定 と発展 のために,行 政官僚機構 を しっか りと確立 したのです。

(6)教 育の充実

第6に,教 育の充実です。ナポ レオ ンは,国 家の発展にとって重要なのは,人 材

の育成であ り,そ れには教育の充実が欠かせない と考 えます。絶対王制の時代,教

育 は主 としてキ リス ト教 を中心 とした道徳教育が中心で した。ナポ レオ ンは,革 命

政府の方針を くみ,こ れか らの近代国家の教育はそのようなキリス ト教 による教育

ではな く,新 たな 「自由」,「平等」あるいは 「民主主義」 とい う理念 を基に した公

教育 を行 わなければいけないと考えました。そのため,教 育権 を教会か ら取 り上げ,

国家の下に置 き,国 家のために尽 くす優秀 な人材 を育成するように教育制度 を確立

していきま した。

少 し当時の時代状況 を考えてみ ます。 フランス革命以前は,国 王を中心 とした王

制の時代 で した。その王制を強化す るためには,キ リス ト教による教育が大事 で し
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た。 とい うの も,キ リス ト教 に よる教 育で は,国 王 に仕 える こ と,国 王 に忠誠 を尽

くす こ とが,神 に救 われ る,と い う内容で した。 す なわ ち,王 権 を強化 す るため に,

キ リス ト教 と一体 にな った教 育 が必要 だ ったのです 。 ナポ レオ ンは,革 命 政府 が手

が けた王権 を強化 す るた めの教 育 か ら,国 家 を建設 す るた めの教 育へ と方向転換 を

強力 に推進 しま した。 と くに 「自由」,「平等 ⊥ 「友 愛」 とい う理念 を基 に した近 代

国家 を担 う人材 を育成 す るのが公教 育 であ る と し,そ れ に力 を注 いだの です。

彼 は,第1統 領 時代 か らの3年 間で4,500の 小 学 校,750の 中学校,45の 高等 中

学校 な どを作 った といわ れてい ます。

ナポ レオ ンが なか で も力 を入 れた のが中等教 育 とエ リー ト教 育 で した。彼 はそ こ

に焦点 をあて ま した。彼 は国家 を担 って立つ 人材 を育成 す るに は,中 等教 育 とエ リ

ー ト教 育が 大切 だ と考 えたのです
。

こ こで少 しエ リ0ト 教 育 につ いて述べ てお きます 。今 日の フ ラ ンスで もそ うです

が,こ の 国はエ リー ト教 育 に力 を入 れ てい ます 。 日本で は小 学校 ・中学校 ・高校 ・

大学 とあ り,大 学 が一応 エ リー ト育 成 の場 で あ る といわ れてお ります 。 しか し,実

態 は大衆 化 して お り,エ リー ト教 育 が行 われ て い る とはい えな い実情 にあ ります。

ところが フ ラ ンスで は,大 学 とは一般 の 人が勉 強 したい か ら行 くとこ ろであ っ て,

決 してエ リー ト育 成の場 で はあ りませ ん。 大学 は政界 や財 界 の発展 を担 う力 の あ る

人材 を育成す る場 で はないの です。 フラ ンス の大学 はあ くまで も勉 強 したい人が学

ぶ ところ といっ て よい で しょう。 それ では,い わ ゆ る官僚 とか,ト ップ経 営者 とか,

その よ うな リー ダー は どこで育 て るか とい う と,「 グ ラ ンゼ コー ル」(大 学校)と い

うエ リ0ト 校 にお いて なのです 。 フラ ンスの場合,中 学 ・高校 を終 えた ら 「バ カ ロ

レア」 とい う大学入 学 資格 試験 を受 け ます 。 その試験 の成績 の 良い人 が特 別 の予備

校 で勉 強 し,そ こで優 秀 な人が 「グ ラ ンゼ コール」 ご との試 験 を受 けて,合 格 した

ら入学 で きるの です 。 この学校 を卒業 した ら,若 くして政界,財 界 の中枢 に な りま

す。 フ ラ ンスは,こ の ような徹底 したエ リ0ト 教 育 を行 ってい るの です 。

こ う した エ リー ト教 育 の基盤 をつ くったのが ナポ レオ ンであ る といって よいで し

ょう。 ナポ レオ ンは グラ ンゼ コー ルの活性化 に力 を入 れ,と くに1808年3月17日,

バ カロ レア とい う大 学入 学の ため の特 別試験 を制定 した のです13)。 これ は一例 です

が,ナ ポ レオ ンは国家 の発展 を担 うの は人材 で あ る との強 い考 えの下,教 育制 度 の

整備 に力 を入 れた ので した。

また,ナ ポ レオ ンは,1808年,帝 国大学 令 とい う もの を出 しま した。 これ は い

わゆ る大 学 では な く,文 部科学省 の よ うな もので した。大学 教育 の内容,教 師 な ど,

すべ て を統一 的 に しな ければ な らない,と しま した。大 学教 育 もまた,き ちっ と整

備 を図 った と同時 に,国 家 の統制 下 におい た といえ ま し ょう。

なお,ナ ポ レオ ンは女性 につ いて はエ リー ト教 育 は好 み ませ んで した。 ナ ポ レオ

ンはお母 さん子 で,女 性 に育 て られ た とい う側 面 が大変 強か った ので,女 性 が あ ん

ま り知的 に なる こ とや,高 度 な教 育 を受 ける こ とは好 み ませ んで した。女性 で大 切

なの は母 親の よ うに情 が深 く,子 ど もをた くさん産ん で,育 て,家 庭 の面倒 をみ る

こ と。そ れが女性 の役 割 であ り,こ うい う女性 を育て る こ とが大切 であ る と考 えて
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い ました。ナポレオンのこうした女性観 は,今 の時代 からみます と,や や古い とい

えましょう。彼は,理 想的な女性 とい うのは自分の母親のように子 どもをた くさん

産んで育てる家庭的な女性 である,と 思 っていました。良妻賢母型の女性を理想 と

して,女 性教育のためには産婆の養成所の充実 に力 を入れたのです。

(7)経 済発展

第7に,経 済発展 です。 これは宗教協約,民 法典 と並んでナポ レオ ンが最 も力 を

入れた ものです。ナポ レオ ンの考 えには,「 イギ リスが強力なの は産業革命に よる

経済発展のためである」,「国家や政治が何 をしなければならないか,そ れは国民 を

豊か にすることであ り,国 家 を繁栄させ ることである」,「経済的な発展 こそが政治

のすべてである」,と の思いがあ りました。 したがって彼 は,経 済発展 に全力 をあ

げたのです。

では,国 家の経済を発展 させるためにはどうすればよいか。ナポレオ ンが打った

手は,1番 目に財政の立て直 しで した。国の経済発展 をはかるには,財 政を健全化

することが根本である。それには銀行が必要である。国家の中央にしっか りした銀

行がなければならない,と い うこ とで,1800年2月 に彼 はフラ ンス銀行 を創設 し

ました。 これによって通貨の安定が図 られ,財 政が安定するとともに,経 済発展の

基礎がつ くられたのです。

2番 目には,税 制です。す なわち税制が しっか り確立 し,か つ公平でなければな

らない。 とくに税制を公平にするためには直接税 と間接税のバ ランスが とれている

必要がある。直接税 とい うのは,今 日でいえば,た とえば働 いた人の給料のなかか

ら直接税金 を取って しまう,こ れが直接税 です。間接税 とい うのは,お 酒 とか タバ

コとか,人 々が 日常生活のなかで奢修 品 というか嗜好 品とい うか,そ ういうものを

買った ときにかける税金です。 日本では消費税がその典型です。この直接税 と間接

税 の調和をうま くはかることが大切であるということで,ナ ポ レオンは徴税制度 を

しっか り確立 し,と くに現代でいう直接税 と間接税のバ ランスをはか りました。そ

して両税 のいずれもあまり高 くならないように配慮 したのです。すべての国民か ら

広 く,薄 く,か つ平等 に税金が確実 にとれるように計画 したのです。 この税制の整

備 は成功 し,そ れが経済発展の礎石 となっていったのです。

3番 目に,産 業の育成です。財政を立て直 し税制 を整備 したならば,今 度はいよ

い よ産業の発展です。ナポレオンは とくに新規事業の開拓 を促 します。今でい う起

業で しょうか。新 しく事業 を起こす人に対 しては助成金 を出 した り,新 事業 に対 し

ては税金の還付 を行います。新 しい発明をした人には賞金さえ出 しました。 このよ

うに,事 業をやる人の動機付 けになるような措置 を次か ら次に講 じていったのです。

4番 目に,農業です。ナポレオンは,「フランス産業の中核 を為すのは農業である」,

「農業 を興す ことがフランスの産業 を発展 させ ることにつながる」 といって,農 業

を根本に据 え,そ の上 に工業,次 に商業 を置 きました。すなわち,農 業,工 業,商

業 とい う順位付 け14)を行 って,と くに 「農業は帝国の第一の基礎である」15)と重視

したのです。農民 に補助金 を出し,農 業の振興 に力 を注 ぎました。
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5番 目に,商 業 です 。順 位付 け と して は3番 で したが,ナ ポ レオ ンは,商 業 の も

つ物 の流 通,人 々の生活 の利 便性,そ の他 の点 にお いて商業 が もつ力 の大 きさを知

りぬい てい ました。 そ こで商業 が 円滑 にい くように道路 の整備 を した り,運 河 の拡

張 を図 った りしま した。

6番 目に,完 全 雇用 の達 成 です。 これ は,今 述べ て きた ナポ レオ ンに よる経 済 的

繁 栄の結 果 として,ほ ぼ達成 した といわれ てお ります。 ナ ポ レオ ン時代 には,フ ラ

ンス革 命 以前 の 時 よ りも フラ ンス産 業 は25%成 長 した とい う統 計 が あ ります 。 ま

た,1806～7年,そ して1810～11年,こ の2年 間 をの ぞ いて ナ ポ レオ ンの 時代

はほ ぼ完全 雇用 だ った とい うデ ー タ もあ ります16)。 「ナポ レオ ンの時代 には失業 者

とい うものが ほ とん どいなか った」 との指摘 す らあ ります。

経 済 的繁栄 につ いて,ナ ポ レオ ンは後 に,セ ン ト ・ヘ レナ島 で 「フラ ンス の産業

を創 造 したの は私 であ る」 と誇 った とい われて お ります が,事 実彼 は,産 業 ・経済

の発展 に大 きな力 を注 いだの で した。

(8)公 共事 業 の振興

第8に,公 共事 業 の振興 です 。 ナポ レオ ンは道 路 を作 り,橋 を架 け,港 を整備 し,

運河 を設 け,治 水,下 水 の完備 を行 い ました。 道路 橋 港湾 運河,治 水,下 水,

こ うい うい わば イ ンフラス トラ クチ ャーの 強化 をナポ レオ ンは次 か ら次へ と図 って

いった のです。 つ け加 え ます と病 院 とか刑務所 とかの改 善 も行 い ま した。 こ う した

ナポ レオ ンの公 共事 業 の結 果,彼 の時代 の14年 間,す なわ ちナ ポ レオ ンが権力 の

絶頂 期 にい た14年 間の公 共事 業 費 は,18世 紀 の100年 間のそ れ を上 回る,と まで

いわれ てお ります17)。 そ れほ ど彼 の事業 に よって,社 会 資本 の基盤 整備 が大 き く進

んでい ったの で した。

なお,特 筆す べ きこ とに,ナ ポ レオ ンがパ リの街の整 備,パ リの美化 に全力 をあ

げた こ とが挙 げ られ ます 。記 念碑 を建 て,チ ュイル リー宮殿 とか ルー ブル宮殿 とか

を改 築 し綺麗 な宮殿 に してい く。凱旋 門 を作 る。 ヴ ァン ドーム広場 には ローマ時代

の記 念柱 にな らった柱 を建 て ます。特 にルー ブル宮 殿 を美術館 に拡 充 した ほか,全

国15カ 所 に美術 館 を設 立 します。

ナ ポ レオ ンが 目指 した の は,「 パ リを世界 一 の都 市 にす る」,「パ リを世界 の中心

にす る」 こ とで した。そ れが彼 の理想 で あ り夢 で した。 こ う した ところか ら,冒 頭

に も申 し上 げ ま した ように,パ リの街 に行 きます と,と にか く目に付 くの は,ロ ー

マ 時代 の遺 跡,ノ ー トル ダム寺 院の ようなキ リス ト教 の遺産 そ れか らナ ポ レオ ン

の足 跡,こ うい う ものが大変 に印象 的です。

少 し脱線 にな りますが,美 味 しい料理 とか文化遺産 とい うのは絶対王制 とか独裁

者の もとで育つ ことが多いのです。民主主義です と,「みんなが平等」で,「 みんな

がいろいろなことをい う」。いろんな人の意見が入 るとい うことはよいことなので

すが,結 果的には平均化 され,特 徴 のあるものにはな りません。後世に残 るような

ものはないのです。
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美味 しい料理などは,絶 対君主や王様がいて,そ の下に料理人が集め られて,諸

国の様々な食材が取 り寄せ られて作 られ,生 まれます。民主主義の国は料理がまず

い といわれてお ります。例 えば,イ ギ リス,ア メリカなどです。 こうい う民主主義

が発展 してきた国にはおい しい料理 は生 まれない。逆 に専制的な国王な どがいた国

の料理のほうが美味 しい。長い間皇帝が統治 した中国の料理 国王がいたフランス

の料理 そして君主の支配 したイタリア料理 とかです。

また,強 力な支配者がいた国の文化は,大 きな特徴 を持 って今 日でも残っていま

す。古代エ ジプ トの遺跡 とかい うものは,専 制的な国王が作 った ものです。民主主

義的な国には特徴的な遺産はあま り残 らない,と もいわれています。 もちろん これ

は,歴 史的に振 り返っていっていることで,だ か ら独裁制が よい と勧めているわけ

ではあ りません。

ナポ レオ ンは,パ リを世界 一 の都 市 にす る,パ リを永遠 に残 る都 に してい く,と

宣言 し,凱 旋 門 を作 った り,道 路 や広場 を整備 した りします。 そ の結 果,パ リは歴

史 に残 る ような美 しい都 市へ と発展 してい きま した。 ナポ レオ ンは,後 にセ ン ト ・

ヘ レナ 島で,「 これ らの事 業 は幾世紀 に も残 る財 宝 であ る」18)と自負 してい ます。

ナポ レオ ンが この ような公共事 業 を推 進 して い くた め には,工 業 とか技術 とか い

うものが必 要 で した。そ のた め彼 には,新 しい機械 新 しい技術 に注 目し,そ れ ら

を どん どん取 り入 れ,公 共事 業 の発 展 に役立 て てい きました。 同時 に彼 は,公 共 事

業 にたず さわる技 術者 を養 成 してい ったの です。

(9)文 化 ・学 問の尊 重

第9に,文 化 ・学 問の尊 重 です 。広 く学 問的価値 を重 視 した とい え ま しょう。 ナ

ポ レオ ンはコル シカ島の 出身 で,フ ラ ンス語 が うま く話せ ませ んで した。 フ ラ ンス

の学 校 に入 り,そ の中で友 だ ちの 「い じめ」 に もあ い,幼 心 に傷 つ くことが沢 山あ

りま した。 その よ うななかで,ナ ポ レオ ンの唯一 の救 い は とにか く本 を読 む こ とで

した。一 生懸 命,本 を読 んで早 くフ ラ ンス語 に慣 れ る こと。 そ して なに よ りも知識

を どん どん と吸収 して い くこ とが彼 の最大 の楽 しみ であ り,な ぐさめ で した。 こ う

した貧欲 な学 び の姿勢が,ナ ポ レオ ンに学 問 とか文化 とか を大事 にす る習慣 を身 に

つ け させ て い ったのです 。

彼 は読 書家 で した。 いわ ゆ る学校 の成績 はあ ま り良 くあ りませ んで した。学 校 の

成 績 はパ リの 陸軍士 官学校 時 代,58人 中42番 とか です。 しか し,学 業成 績 はそ れ

ほ どよ くな くて も,勉 強す る こ とは好 きで した。軍 人 になって もナ ポ レオ ンは,ど

こに行 くに も本 を持 ってい きま した。彼 は皇帝 になってか ら,チ ュイル リ.__.宮殿 と

か ブルボ ン宮 殿 とか い くつ かの宮殿 に住 み ま したが,ど の宮 殿 に も必ず 同 じ図書 を

お き,同 じ図書室 を作 りま した。 どこの宮 殿 にい て もす ぐ同 じ勉 強が で きる よ うに

していた のです。 そ れほ どナポ レオ ンは,学 問 とか 文化 とか い う もの を大事 に して

い たのです 。

彼 が1798年,エ ジ プ ト遠征 を行 っ た時 の こ とで す。 この遠 征 は,イ ギ リスが エ
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ジプ トか らイ ン ドへ行 く航路 を確保 しよう とい う計 画 を断つ こ とにあ りま した。 ナ

ポ レオ ンはエ ジプ トを なん と して もイギ リス で はな く,フ ラ ンスの影 響下 に置 きた

い とい う戦 略 を立 て ま した。 そ れ と同時 に,彼 はエ ジプ トに大 きな魅 力 を感 じてい

ま した。 そ こは,昔,な ん とい って も古代 ギ リシアや ローマ よ りもは るか に栄 えて

い ま した。 ナ ポ レオ ンに とって,エ ジプ トとい うの は未知 の 国であ り,東 方へ の夢

を沸 き立 たせ る,ロ マ ン溢 れ る場 所 で した。 彼 は1798年,あ る友 人 に次 ぎの よう

に語 って い ます。

「ヨー ロ ッパ は一 つ のモ グ ラの穴 の ような もの にな って い る。 こ こで はすべ てが

磨 り減 って しま う。東方 へ行 か なけれ ばな らない。すべ ての偉大 な栄 光 は東 方か ら

生 まれ るの だ」19)と。

ナ ポ レオ ンはこ うい った のです。 ヨー ロ ッパ は狭 い,こ ん な狭 い ヨー ロ ッパで ゴ

チ ャ ゴチ ャ戦 っていて は磨 り減 って しまう,そ うでは な くて東方へ 行 くんだ,ギ リ

シアへ,否,エ ジプ トへ 行 くんだ,そ してそ こか らイ ン ドへ 行 きた い。 ナ ポ レオ ン

は中 国 まで大 きな関心 を寄せ てい た といわれ てお ります。 その 第一歩 と して,ア レ

クサ ンダー大 王の ように,西 洋 と東 洋 を結 びつ け たい。 そ のた めに はなん として も

エ ジプ トへ行 くとい ってそ こへ の遠征 を企 て るのです。

ナ ポ レオ ンは,1798年5月19日,い よい よエ ジ プ トに向 けて 出発 します が,そ

の艦 隊 に は3万3千 余 の軍人が乗 ってい ま した。 と同時 に,そ こには167名 の学 者,

文化 人,技 術者 も乗 り込 んで い ま した。数学 者,医 者,天 文 学者,鉱 山技 師,建 築

家 詩人 な どが い たので す。2万5千 冊 もの本 も運 ばれ ま した。

そ の ときのナ ポ レオ ンの誇 りは,「 将軍 ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル ト」 と名乗 る こ と

よ りも,「 フ ラ ンス学士 院会員 ナポ レオ ン」 と称す る こ とにあ りま した。彼 はエ ジ

プ ト遠征 は単 な る侵 略で は ない,エ ジプ トの調査 であ り開発 を施す 重要 な文化事 業

であ る,と い う意味 を持 たせ たのです 。

彼 が幼 少 の 頃 に読 んだ本 の なか に ローマ の言 い伝 えが あ りま した。 それ は,「 エ

ジプ トを制す る者 が世 界 を制す る」20)とい う言 葉 で,そ れ はナ ポ レオ ンの心 に焼 き

つ いて離 れ ませ んで した。 そ の憧 れ のエ ジプ ト遠征 を彼 はつ い に企 て るのです 。実

に ヨー ロ ッパ に とってみ れば,十 字軍 以来 の東方遠征 であ りま した。

遠征 の なかで,ナ ポ レオ ンは さま ざまな課 題 を学者 た ちに与 え ま した。例 えば,「パ

ンを焼 く時,燃 料 を節 約す る方法 は」,「ビール を造 る時,ホ ップの代 わ りにエ ジプ

ト産 の植物 を使 え ないか」,「ナイル川 の河川 を浄化 す る方法 は?」,「 カイ ロでは水

車 と風 車 とどっちが よいか」,「エ ジプ トで は古 来 どうい う法律 制 度,並 び に民 事,

刑事 の手続 きが あ ったのか」,「教 育制度 は どうなってい るの か」,「エ ジプ トで の葡

萄 栽培 の方 法 は」,「カイ ロに水 を補 給す るには」,「天文 台の設 置 には どの よ うな場

所 が よい か」,「ナ イル川 の水域 水 位,水 量 を測 る方法 は」,「湿 度,温 度 を観測 す

る方法 は」,「砂漠 で井戸 を掘 る場合 どの よ うにす る こ とが最善 か」,「エ ジプ トで小

麦 を栽 培 す る場 合,ヨ ー ロ ッパ と ど う違 うか⊥ 等 々で した。 ナ ポ レオ ンは実 に

100に 近 い研 究 テーマ を学者 た ちに与 え,徹 底 的 に研 究 させ たのです。

エ ジプ トに着 くと彼 は,「 エ ジプ ト学士 院」 を創設 します 。 この学 士 院 は,数 学
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の部 門,物 理 の部 門,経 済 の部門,文 芸 の部 門,そ うい う部 門か らなってい て,部

門 ご とに厳 しい学 問研 究 を します。 こ うした点 を見 る と,ナ ポ レオ ンが いか に単 な

る軍事 的 な侵 略 だ けで は な く,古 くか らヨー ロ ッパ の夢 とされ てい たエ ジプ トとい

う地域 を徹底 的 に研 究 す る,そ うい う学術 的 な 目的 を持 って いたか,と い うこ とが

わか ります 。

ナポ レオ ンが手 が けたエ ジプ ト研 究 は,や がて一 つの学 問体系 として確 立 し,「エ

ジプ ト学 」 とい うのが誕 生 します。 『エ ジプ ト誌』 とい う雑 誌 も生 まれ ます。 先程

例示 しま した ような研 究 テーマ を学 者 た ちが一 つ一 つ研 究論文 と して ま とめた ので

す。 それ は1809-28年,全20巻 に もな り,今 日で もエ ジプ ト研 究 に は欠 かせ ない

資料 になって い ます。 ナ ポ レオ ンのエ ジプ ト遠征 は,軍 事 的 に は失敗 で した。 しか

し,古 代 エ ジプ トの様 子 はか な り解 明 され た といえ ま し ょう。

もうひ とつ,ナ ポ レオ ンのエ ジプ ト遠 征 で大 きな成 果が あ りま した。 それ は,ロ

ゼ ッタス トー ン とい う石 の発 見 です。 ナ ポ レオ ン軍の 兵士 に よって,そ れ は発 見 さ

れ ま した。 この石 に は,古 代 の ヒエ ログ ラフ とい う象 形文字 が刻 まれ てお りま した。

後 にこの文字 が解読 され,古 代 エ ジプ トで は王様 に対 して どの ような扱 いが な され

てい たか,国 王が何 を してい たか。 その一端 が わか ってい った のです。 さ らに も う

ひ とつ,今 で こそ 地 中海 と紅海 をつ な ぐスエズ運 河 とい うのが あ ります が,こ の ス

エ ズ運河 の構 想 を練 り上 げ たの はナポ レオ ンです 。彼 は,ス エ ズ運河 をつ くって地

中海 と紅 海 をつ なげ ば,イ ン ドに行 くのが はるか に楽 になる。す な わち,西 洋 と東

洋 が密接 に結 びつ くと発 想 したの です。

また,ナ ポ レオ ンの有 名 な言葉 も,こ のエ ジプ ト遠 征か ら生 まれ てい ます。 エ ジ

プ トは暑 い国です 。兵士 た ち はやや もす る と暑 さに負 けた り,風 土病 に倒 れた りし

て,弱 気 にな りが ちです 。そ の と きナ ポ レオ ンは,ピ ラ ミ ッ ドを指 差 して,「 兵十

らよ!4000年 の歴 史が諸 君 を見 て いるぞ」 とい って兵士 たち を鼓舞 したので す。

なお,ナ ポ レオ ンは,ケ オ プスの ピ ラ ミッ ドをみた時 に,瞬 間的 に,こ の ピラ ミ

ッ ドの石 で もって,高 さ3m,幅1mの 石 垣 を作 れば,フ ラ ンス全土 を囲む こ とが

で きる,と い い ま した。後 で数学者 が計 算 してみ た ら,ほ ぼ その通 りで あ った,と

い う話 も伝 え られて い ます 。真偽 の ほ どは さてお き,ナ ポ レオ ンが,数 学 の セ ンス

と鋭 い カ ンを もって いた ことは事 実 とい え ま しょう。

それ以外 に もナ ポ レオ ンは,エ ジプ ト遠征 中,カ イ ロで部下 に対 して 「鉛 筆 」 を

発 明 させ ま した。今 も私 た ちが使 ってい る鉛 筆,こ れ をコ ンテ とい う人 が発 明 しま

す 。 コ ンテ とい う人 はさ らに漂 白剤 をつ くった り,あ るい は熱 気球 の 開発 に も成功

す るのです 。 また ナポ レオ ンは,1800年,ヴ ォル タ とい う人 に は電 池 を開発 させ,

彼 には,1801年,伯 爵 の位 を与 えてい ます。 さ らに1808年,ア ペ ール とい う人 に

命 じて食 料 品の瓶詰 め を発 明 させ ます。 じつ にナポ レオ ンは,前 述 した産業 の とこ

ろで も少 し触 れ ましたが,鉛 筆 とか電池 とか瓶詰 め とか,今 日私 た ちが 日常 的 に使

ってい る便利 な もの を,次 々 と発 明 させ てい ったの です。 いわ ゆ る起業 です 。

少 し話が それ ま したが,以 上の ようにナ ポ レオ ンは文化 や学 問 を大変 に重視 した

の です。
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文化 や学 問 を尊 重 した ナポ レオ ンで したか ら,彼 が一番 尊敬 した 人は誰 か とい う

と,そ れ は ドイツの文 豪 ゲーテ で した。 ナポ レオ ンはゲ ーテ の書 い た 『若 きウェル

テ ルの悩 み』 とい う本 を大変 に好 み,7回 も読 み返 した とい われ てお ります 。 プ ロ

イセ ン に行 った 時,1808年10月2日,彼 は ゲ ー テ に会 い ます。 ゲ ー テ は59歳,

ナポ レオ ンは39歳 で した。 そ の際 ナポ レオ ンが最初 にい った言葉 は,「 ここに偉

大 な人 間が い る。 あ なた こそ真 の 人間 とい う ものです 」21)とい うもの で した。

ゲ ーテ もまた ナポ レオ ンと会 い大 変 に感動 しま した。 彼 が求 めた ヨー ロ ッパ の平

和 は,ナ ポ レオ ン帝 国 に よって実現 され る と確信 し,い つ まで もナ ポ レオ ンの こ と

を心 に留 め てお りま した。そ して次 ぎの ようにいい ま した。 ナ ポ レオ ンの 「人格 は

ず ばぬ けた もの だった」22)。「ナ ポ レオ ンが偉大 だった点 は,い つ で も同 じ人 間で あ

った とい うこ とだ よ。戦 闘の前 だ ろ う と,戦 闘 の さなかだ ろ う と,勝 利 の後 だ ろ う

と,敗 北 の後 だ ろ うと,彼 はつ ね に断固 として た じろが ず,つ ね に,何 をなすべ き

か を はっ き りとわ きまえて」 いた と23)。

この ようにゲー テはナ ポ レオ ンを賞 賛 してい ま した。 ナ ポ レオ ンは常 に変 わ らな

か った。 いつ も同 じ人間 であ った。 この よ うにい って,ゲ ーテ はナポ レオ ンの屹立

した態 度 に感銘 して いた のです。

また,ド イッの哲学 者ヘ ーゲ ル とい う人が お りま したが,彼 もまた,彼 の い う歴

史 を動 かす原 動力 と しての 「世界 精神 」,こ の精 神 を体現 して い るの は,ナ ポ レオ

ンで あ る とい って絶賛 い た しま した24)。

さ らに,音 楽家 のベ ー トー ヴェ ン らも,一 時ナ ポ レオ ンを渇仰 しま した。

なお,ナ ポ レオ ンは,広 く文化 ・学 問 とい う範疇 の なかで,医 学 とい うもの を大

変重 視 しま した。 軍隊 にとって大切 なこ とは,兵 隊 を殺 さな い とい うこ とです。 と

くにいろ んな ところ に遠征 します か ら,兵 士が病 気 にな る こ とをナ ポ レオ ンは大変

心 配 してい ま した。 そ のため 医療 に彼 は強い 関心 を払 っ ていた のです。

1796年,イ ギ リス の医 師 ジ ェ ンナーが 天 然痘 を予 防す るため に牛 痘接 種 とい う

方法 を開発 しま した。す なわ ち,牛 に天然痘 の病 原菌 を接種 し,そ こで免 疫 をつ く

り,そ の免疫 を人 間 に移 して天然 痘 を予 防す る とい う方法 です。牛 痘 を人 間に接 種

す る こ とによって免疫 をつ くり,天 然痘 を防 ぐとい う考 え方 をナポ レオ ンは大 変 に

高 く評価 しま した。 当時 は多 くの人 た ちが,「 牛 痘 を人 間 に植 え付 け る なん て とん

で もない」 とい ってい ま したが,し か しナポ レオ ンは,ジ ェ ンナ.__.の牛痘接 種 とい

う考 え方 は大変 に素 晴 らしい,と 評価 した のです 。そ の頃,フ ラ ンス はイギ リス と

戦 っ てい た に もか か わ らず,1804年,ナ ポ レオ ンは敵 国 イギ リス人 の 医師 ジェ ン

ナー に記念 の メ ダルを贈 ってそ の発 見 を称 え ま した。 フ ラ ンス軍の兵 十,及 び,一

般の 人 々が この牛 痘接種 に よって多 く救 済 され た ことはい う まで もあ りませ ん。 こ

の よ うにナポ レオ ンは,広 く文化 ・学 問 ・学術 の価値 を高 く評価 し,そ の興 隆 に力

を注 いだ のです。

㈹ 文化遺産の構築

第10に,文 化遺産の構築があげ られ ます。ナポ レオ ンの時代 に新 しい建物 とか
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新 しい技 術 とか が次 々 と生 まれ ま した。 パ リに は記念碑 的な建物 が どん どん出来 ま

す。 カルーゼ ル凱 旋 門 とか,ル ーブ ル美術 館 の再 開 とか,広 場 に噴水 を作 った りと

か,パ リの街 は美 し くなってい きます 。 コ ンコル ド広 場 の周 辺 には,マ ドレー ヌ寺

院 とか 国会 議i事堂 とか,あ るい は カルーゼ ル凱旋 門 とか エ トワ.___ル広場 な どが あ り

ますが,す べ てナ ポ レオ ン時代 に整備 され た ものです。宮殿 の室 内装 飾 では,古 代

エ ジプ トや ローマで栄 えた絢 燗豪 華 な色 彩 で飾 られ た ものが多 くあ ります 。家具 で

は 「ア ンピー ル」(帝 政)様 式 と呼 ば れ る ものが 生 まれ ます 。 これ は幾 何 学 的 で重

厚 な感 じが特徴 にな ってい ます 。 フ ァ ッシ ョンの面 におい て もア ンピール ・ス タイ

ル とい う形が はや りま した。 サテ ンとか ビロー ドな ど華 やか な素材 を使 った婦 人服

が 絢燗 と花 を咲かせ た のです。

なお,ナ ポ レオ ンの 時代 は各種 の文化面 で も大 きな成果が み られ ま した。 文学 に

お いて は,ス タ ンダー ルやユ ゴー,ま た デ ュマやバ ルザ ック とい うよ うな文 豪 が,

ナ ポ レオ ンや そ の時代 をテ ーマ に した作 品 を残 しま した。19世 紀 最大 の ドイ ツの

オ ペ ラ作 曲家 ワー グ ナー は,「 音 楽 界 の ナ ポ レオ ンた らん」 と宣言 して い ま した。

また,時 代 は下 ります が,喜 劇王 チ ャ ップ リンにナポ レオ ンの映画 を作 る よ うに勧

め たの はイギ リスの チ ャーチ ル首相 で あ った とい われ てお ります。

この ようにパ リの街 の景観 や宮 廷芸術 をは じめ,今 日まで残 る幅広 い芸術 ・文 化

の遺 産 は,ナ ポ レオ ン時代 に築 かれ たのです 。

10.終 わ りに 意、外 な3つ の イ メ ー ジ

以上述 べ て きま した ナポ レオ ンの生 涯 とそ の業 績 につい て,ひ と言 でその 印象 を

申 し上 げれ ば,こ ん な ことが,一 人 の人 間の一生 の 間 に出来 る もの なのか,と い う

こ とです 。 それ ほ どナポ レオ ンが手 が け,残 した実績 は大量 かつ膨 大 な ものだ った

ので す。 しか も,今 日まで残 る偉 大 な もので あ るこ とはい うまで もあ りませ ん。

だが最後 に,こ れ ほ ど多 くの偉業 をな しとげた ナポ レオ ンについ て,通 常 壊かれ

て い るイメー ジ とはや や異 な る3つ の実 態 ともい うべ き側 面 を指 摘 してみ たい と思

い ます。多 くの人 は意外 と思 われ るか も しれ ませ ん。 しか し,そ の意外 性 と実態 と

の ギ ャ ップの大 きさが,ナ ポ レオ ンを一層大 き くみせ てい る とい って も よいで し ょ

う。

第1に,ナ ポ レオ ンの幼 少期 か ら青 年期 にか けて は,将 来,そ れほ ど大 きな立場

につ き,重 要 な仕事 をす る人物 には とて もみ えなか った,と い うこ とです。 ナポ レ

オ ンは,生 まれ なが らの神 童 で は決 して なか ったので す。幼 い 頃のナ ポ レオ ンの姿

や言動 か ら判 断 して,誰 が,こ の子 が将 来,フ ラ ンスの皇帝 にな り,フ ラ ンス は も

と よ り,ヨ ー ロ ッパや 世界 の歴 史 を変 える英雄 にな る こ とを想像 したで し ょうか。

お よそ,そ の よ うな人物 とは遠 くか け離 れ た ところ にナポ レオ ンはいたの です。

幼 少期 か ら青 年期 にか けての ナポ レオ ンは コル シカ島 とい う辺鄙 な島の 出身 で,

フ ランス語 も満足 に話せ ず,病 弱 で身体 も小 さ く,引 っ込 み思 案の 目立 たない子供

で した。学 業成績 も決 して芳 し くあ りませ ん。そ れが,革 命 と戦争 の動乱 の 中か ら
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大 き く成長 し,身 体 も丈 夫 にな り,皇 帝 となって フ ラ ンスの近代 国家 と しての土 台

を築 くと ともに ヨー ロ ッパ に君 臨す る身 となったの です。平 凡 な一少年 が,偉 大 な

皇 帝 とな って,人 類 の歴 史 に新 た な1ペ ー ジを書 き加 え たのです。

人 間 は ど うなるか わか らない。一 人 の人 間 に は無 限 の可 能性 が秘 め られ て いる。

小 さい ころの身分 とか,学 業成績 とか は全 くあ て にな らない。本 人の意思 と努力 に

よって,状 況 はい くらで も開 けてい くとい うこ とをナポ レオ ンの生 き方 は物語 っ て

いる とい えま し ょう。

第2に,ナ ポ レオ ンの統 治 の期 間 はわず か15年 余 であ った とい う こ とです。 ナ

ポ レオ ンが 皇帝 にな った のが1804年 。 ワーテ ル ローの戦 いで敗北 し,退 位 した の

が1815年 です 。皇帝 として君 臨 していた期 間 は,実 質11年 です。 第1執 政(統 領)

の時代 が5年 あ ります か ら,指 導 的地 位 につ い てい た のは,計16年 とい って もよ

いで し ょう。 しか し,長 い ヨー ロ ッパ の歴 史 か ら見 れ ば,16年 とい うの は あ ま り

に も短 い期 間で す。 ナ ポ レオ ンの歴 史 的偉 業 は,何10年 間 も,何100年 間 もか け

て達成 され た もので は決 してな いの です。 わず か16年 の うち に樹 立 され た もの で

す 。 これ もまた意外 といえ ま し ょう。

ナ ポ レオ ン研 究 の 第1人 者 で,歴 史家 のJ.チ ュ ラー ル は次 ぎの よ うにい ってお

ります 。「ナポ レオ ンの 冒険 は,近 代 エ ジ プ トの 出発点 に なった し,ラ テ ンアメ リ

カ独 立 の契機 に もなった。 また,イ ギ リス に よるオー ス トラ リア領 有 を促 進 し,現

在 もその まま使 われ てい る道 路網 をジ ャワに与 え るこ とに もな った。 ナポ レオ ン戦

争 の影 響 は,北 ア メ リカの五 大湖,イ ン ド洋 の沿岸 にまで も及 ん だ。ナ ポ レオ ンに

つ いて研 究 した最 初 の歴 史家 の一 人 は中国人 だ った し,ブ ラジル人歴 史家 がの ち に

これ に続 いた。 つ ま り,ナ ポ レオ ンの威光 は全 世界 に及 ん だので あ る」25)と。 わず

か10数 年 間の統 治 に もかか わ らず,ナ ポ レオ ンの業績 は永 遠 の もの と して世界 に

その光彩 を放 ち,人 々を魅 了 し,興 味 を喚起 させ てい るのです。全 生命 をか けて取

り組 んだ仕事 は,た とえその期 間が短 くて も,不 滅 の魂 とな って輝 いてい く証左 と

い えま しょう。

第3に,ナ ポ レオ ンの業績 は決 して 軍功 だ け にあ った ので は な く,む しろ政 治,

経済,文 化面 にお いて顕著 で あ った とい うこ とです。 いわ ば,彼 をた ん なる軍人や

英雄 と してみ る見方 は誤 った イメー ジで,む しろ政治家,実 業家,文 化 人 としての

多角 的側 面 を持 った平 時の リー ダー と受 け とめ る方 が実 態 に近 い とい え ま し ょう。

本稿 で も紹介 して きま した よ うに,ナ ポ レオ ンの業 績 は,そ う した多 面 的 な側面 を

持つ もの なの です。 これ も意外 な こ とと思 われ るか も しれ ませ ん。

ともあ れナ ポ レオ ンの残 した業績 には膨 大 な ものが あ ります 。そ れだ け に,ナ ポ

レオ ンを どう捉 え るか につ いて は,歴 史家 の数 だ けその見 方が あ る ともい われて お

ります 。 いな,時 代 が変 化す るたび に,ナ ポ レオ ンの評価 も変 わ って くるで しょう。

19世 紀 の文豪 ス タ ンダー ル はい い ま した。 「ナ ポ レオ ンの伝 記 は50年 ご とに書 き

か え られ なけれ ば な らない」26)と。 この言 葉が 意味す る もの は,ナ ポ レオ ンの歴 史

は,「 けっ して終 わ る こ とが ない だ ろ う し,完 全 に書 きつ くされ る こ ともけ っ して

ない だ ろ う」27)とい う こ とな のです 。 「ナポ レオ ン,そ れ は未 完 の巨 人 であ る」 と
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申し上げて本稿 を締め くくりたいと思います。
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